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I 研究 計画の概要

乙の研究の同的・内容・万法の概略陀ついては，既に序説において述べてある。乙の国語科では読解

在取り上げているが，説解をどのように考え，どのよう位角度から見ょうとするのか，その範匪や研究

の中心課題について，いささか述べておきたいと思う。

まず，今年度全国学力調査国語科の調査結果がどのような毛0)であ ったか，文部省の中間報告書に主主

主 ， 名調査問題のねらいや . ïE符~3 ， さらに本県で発表した本県の正答率を概観しておきたい。

(1 )小学校第5学年

大 問 間 正答率

番号 分類・領域等 ね b し、 番号 ね ら し、 全国 本県

① 文脈0)中におけろ文と文との関

係の理解 6 1. 3 5 Z 7 

読む‘乙と o文脈の中』とおける語 {孟』 文脈の中における語句の意味，

説明此文 句の怒味，用法の理 用法のiffill搾 .3 8.4 3 9.4 

日
宣言の読み 解 @ 段落の;袋点を読み取る力 2 9. .3 28.3 

取り o文TZの要点や要旨を ω 文章の中での段落のはた らき を
読み取る能力 理解する力 4 1. 0 

。文と文，段落と段溶 ⑤ 文章の要点の理解 4 5. 9 4 4.7 

の闘係の理解 @ 文章の要旨の理解 2 7. 2 2 6. 7 

① 段落と段落との関係を読み取る

力 4 1. 7 3 9. 2 

@ 文脈の中における語句の意味の

理解 4 7. 7 5 1. 3 

読むこと 。文脈の中;とおける語 @ 文言手』ζ密かれている心情を読み

文学作品 句の意味，用法の理! 味わう力 7 2.0 7 1. 2 

目
の読み取 解 @ 文章K雷かれている心情や情累

o人物の心情を理解し を読みI味わう力 5λ0 56.6 

鑑賞する能力 ⑪ 文章氏替かれている人物の態度

。情景を理解し鑑賞す や情景を読み味わう力 8玉.9 8 3. 5 

る能力 @ 文章に脅かれている心情を読み

味わう力 7 1. 8 7 0.4 

⑬ 11 5 8.0 58.9 

⑪ 適切な素初で文章を構成する力 44.0 4 2.2 

o文章を組み立てる能 ⑮ 心情を的確に書き表わす力 8 1. 0 8 1. 3 

力 ⑬ 文脈の中における語句の用法 7 O. 8 1 6 a.8 



大 司 正答率

審号分野・領威等 ね ら し、 番号 ね ら し、 全国 本県

o心情を適切に表現す @ 段落の術成ぞ考えて君子き表わす

巴 普く乙と る能力 ノJ 4 4.7 43.5 

作文 o素材を選択して書く @ 心情を効呆的K書き表わす力 7 1. 8 6呪7

能力 @ 表記(I J )の用法 7 6.8 7 5.6 

0乙とばに関する事項 @ ζとばのきまり(文末表現)の

の理解 理解 2 2.8 1 9. 1 

@ 当用漢字別表の漢字を読む力 8 8. 7 85.9 

@ 11 B 1. 6 7 5. 7 

読む乙と， 0当用漢字別表の漢字 @ 11 B 0.5 78.6 

ill<ζと の読みと語句の理解 @ 1/ B 7. 8 85.3 

回 語句と漢 o当用漢字別表の漢字 @ 11 86.5 8 3.9 

字 の書き取りと語句の @ 当用漢字別表の漢字を書く力 8 3. 9 8 0.3 

理解 の 11 6 4. 0 5 9.7 

⑮ 11 60.5 4 7.8 

⑧ 11 4 6.0 3 4. 9 

@ 11 7 0.4 6 4. 7 

(2)中学校第 1学年

大 問 間 正答率 |

番号 分野・領域等 ね ら L、 ~・母 ね ら L、 全国 本県|

o文脈の中Kおける語 ① 文脈の中における語句の志味や

句の意味や用法を現 用法の理解 4 8. 0 4 7. 1 

読むもL 解する能力 @ 段落の妥点を読み取る力 6 8.4 6 5. 0 

日 説明ι文 0段落の要点や文章の ① 段落と段洛との闘係を読み取る

主主の読み 権成を説み叡る銘力 力 4 4.0 4 2.9 

取り oことばのきまりの理 @ ことばのきまりの理解(助詞) 6λ0 66.2 

角平 ① 指示する諮句の内容を読み取る

刀 74.9 73.6 

@ 文章。ζ書かれている心情を読み

o文脈の中における語 味わう力 7 3.8 7 4目3

読む乙と 匂の意味や用法を迦 φ 11 8 1. 8 8 3. 1 

回 文学作品 解する能力 @ 文脈中の語句の理解と情鼠を読

の理解と o情景や心情を理解す み味わう力 7 7. 6 7 8. B 

鑑賞 る能力

o情景や心情を鑑賞す ① 文章lζ脅かれている情景や心情

る能力 を読みl床わう力 8 6.7 8 7. B 
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大 fI-~ 問 正答率

者5号 分野・領域等 ね ら m'号 ね ら L、 全国 本県

i⑬ 文脈0.)中における語句の意味や

用法の理解 5 9.0 5 9. 2 I 

o文脈の中の語句を適 ⑪ 段?6~適礁に草野き表わす力 5 9.0 5 7. 3 I 

書くζと 切に使用する能力 @ 文脈の中の言語句ぞ適切に使用す

囚 作文 o文と文との関係を明 る力 6 8.6 7 2.0 

fHiirc表現する能力 @ 段落と段落との関係をつなぐ語

。文章や総成する能力 句を使用する力 7 2. 0 7 o. 3 
@ 段落を組み立てる力 4 5.9 4 5.71 

⑬ 文章を組み立てる力 5 4.5 52.5 

⑬ 当用漢字別表の漢字を読む力 5 1. 6 4 3.7 

読むζ と. 。当用漢字別表の漢字 。 11 3 5.2 28.6 

書く ζ と の説みと語句の理解 ⑬ 11 6 5. 9 58.9 

回
語句と塁走 ⑬ 11 7 3.1 7 o. 7 
字 @ 1I 6 2. 2 6 o. 4 

@ 当用漢字別表の漢字を書く力 8 0.8 11 7・5.4 

。生l用僕字別表の漢字 @ 11 8 5.5 

の書き取りと語句の @ 11 2 9.3 2 4. 0 

理解 @ /1 60.9 5 5. 1 

@ ノ/ 7ヱ5 7 1. 3 

聞く ζ と， o会話，説明の要旨を ⑧ 会話の要旨を聞き取る力 9 3目4 9 3. 1 

回 話すこと 聞き取る能力 @ 会話の要点を聞き取る力 9 3.5 9 3.1 

会話，説 o会話，説明，伝達の ⑧ // 7 8.4 7 4. 6 

明，伝達 要点を閣き取る能力 @ 説明の要旨や要点を聞き取る力 7 1. 9 70.5 

の聞き取り @ 伝達の要点を聞き取る力 5 o. 7 52.9 

(3)中学校第 3学年

大 問 間 正答率

番号 分野・領域等 ね ら し、 審号 ね ら L、 全 国 本県

。論旨の埋f鮮 ① 論旨のすすめ万の理解 4 "i.2 4 1. 4 

l日
読むこと 0ととぱDきまりの理解 t主} 乙とばのきまりの理解(接続す

文章の読 o要一点や萱ー旨を読み取 る語句 ) 3 0. 9 2 6.1 

1鮮 る能力 @ 文章の要点を読ル取る力 34.8 3 1. 1 

。詩句の意味や用法の @ 文脈の中lとおける語句の意味や

王製解 用法の理解 5 5.9 5 3. 7 
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大 間 間 正答さが

番号 分野・領減等 ね ち し、 番+ラ ね ら L、 全国 本県

一一トーー ー一一一ー
@ 文章の中の会罰の部分における

読むζと o話題の理解 話題の理解 6 4. 3 6 2. 8 

文章の読 o情景や心情を読み味 ⑤ 文章の中陀容かれている心情を

囚
月草 ・鍛賞' わう能力 読み味わう力 5 7. 2 55.3 

① 文京の中 ~Lt!.;:かれている情最を

読み味わう力 5 o. 3 4 8.5 

l o語句の意味や用法の @ 文fffiの中における語句の意味や
現解(古典に関する 用法の軍事解 7 2. 9 7 3.2 

文章 ) @ /1 7 4.4 7 4. 9 

読むζ と， I 0文や文章を組み立て @ 文宣言を組み立てる力 45.6 4 1. 9 

書く乙と
る能力 @ 乙とばのきまりの理解(句とう

回 文章の組
0乙とばのきまりの理 点) 5 8. 1 5 7. 6 

み立てと
解

書き表わ o文章の書き表わし万 @ 文章の笹き表わし方の理解 4 0.0 3 9.2 

し方 の理解 ⑬ 一交を曾き表わす力 3 5.2 3 3. B 

o文を書き表わす能力

o語句の意味や用法の ⑪ 文脈の中における語句の意味や

読む乙と，
理解 用法の迎解 1 5守 1 3.0 

@ 1/ 70.6 7 o. 6 
書〈乙と

語句と漠 。当用漢字の読みと語 @ 当用漢字を読む力 5 5. 0 5 O. 1 

字 句の理解 @ 1/ 5 8. 9 45.4 

@ /1 B 2. 7 78.9 

⑬ /1 1 8.6 20.5 

囚 @ 11 9. 1 6.5 

@ 11 4 3. 2 32.0 

@ 11 8 O. 9 7 5.7 

@ /1 4 4.4 3 5. 2 

@ 11 4 O. 0 29.4 

@ 1/ 3 3.8 2 7.5 

0当用漢字別表の漢字 @ 当用拠字別表の決字を寄〈力 28.5 2 R. 8 

の書き取りと語句の @ 11 1 4.7 1 o. 2 
理解 @ 11 1 5.4 1 2.8 

@ 〆ノ 16.3 1 1. 3 

@ 11 3 8. 9 3 1. 5 

@ 11 5 2. 6 4 6.4 
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大 問 問 正答率 l

番号分野・領域等 ね ら し、 番号 ね ら L、 全国 本県|

@ 当用漢字別表の漢字を書く力 3 8. 8 2 97 

@ // 3 6. 3 2 9. 9 

@ /1 2 7. 5 2 0.9 

@ 1/ 44.0 37.7 

以上は，全国学力調査国語科の全貌を理解する上での大きな手がかりになる。木研究においても，乙

ζ』と示された正答率は，重要t，[資料である n ただわれわれがζ乙に取扱おうとしているのは，読解領域

でゐ って，それがどの範囲を意味するかについて，少しく説明倍加えておきたい。

読解というのは文章令読み解く ζとであるから，当然の乙とながち ，漢字のよみかき，聞き取りの問

題は考察の外向く。目の書く乙と，作文の出題は，献を問題本文と山ので，設問内哩

解の立場から取り上げてよいものが多く，一応検討の対象に加えておく。そ乙で一応，読む乙と 1-1

日山11::，白を加えたもの州究の対象になるが，これらの$1:L その文革叩品

オLt.こ，単なる語法上の問題は，読解以外の問題として検討の対象から省く。例えば，中ーの④の問題

( iのJの佼用法)は，純粋な語法上の問題として，省かれる。しかし，中三の@の問題は，同じくそ

のねらいが「ことばのきまりJではめるが，その本文の具体性の上K立って考えなければ解決できない

問題でゐり，読解領域の問題と考えてよい。こうした点で，それが読解領域?と入れるべきかどうかとい

う点で興味深いのは，小五の⑫ (ζ とばのきまり(文末表現)の理解 )の問題でゐる。乙れは正答率のは

なはだ低い問題でゐ久次のような問題である。その本文の一部と設問をかかげる。

本女
， 蹴やま
「乙のめいだ1 ~L いさんた九と，大山にのぼった。ケァーブJレカーをおりですζ し行った所で， きれ

|いなめげはらょうをムつけました oKいさんがとってくれたので，ピニールのふくろK入れて持つ

①〈てあるいた。す乙したってみたら，九ょうは，どうレたのか動乙うとをしなかった。気tとなったの
| まい
|で，大きとC葉っぱを一枚とって，ふくろの中に入れておいた。そのう九，らょうのζ とはわすれて

lしまった。

問題七

①には，それぞれの文の終わりの書きゐらわし方でほかとくらべてそろっていないものが， 一つ

めります。そろうようK替きなおすとしたら，書きタおした文の終わりの乙とばは，どうなります

か。さいとの四字をひらがなで書きなさい。

乙の出題について，文部省の中間報告は次のように述べている。

小間@は常体と敬体の相違の理解が，文末表現にどのように書き表わせるかを調査しようとしたも

のである。設聞の形式が選択肢‘法ではtcAく，文末表現を各自で表記する自由記入のJj当

国学力調査の調査形式としては，漢字の書き取りを除いては初めてのをのである。したがって問題の

設問形式による正答率の低下は当然ゐる程度予怨されていた。しかし問題内容と程度は前回の昭和
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~ 9年度全国学力調査にもほぼ似たものがあり，その際は正答率 77.6%を示したのでゐる。したが

って，その数字との比較が今回の自由記入問国の抵抗度ぞみる程度示すものだと考えられてよいでゐ

ろう。と ζろが正答率は予怨をはるかK下回って 22. 8男であり，今回の全設問のう九最も惑い結果

となっている。 ζのととは表現能力の指導について乙んC考えなければ伝らない多くの ζとを含んで

いると思われる。また表現活動における乙とばのきまりの指導が豆長でみる乙とを示す色のでゐろう。

とのような結果?と徴してとんとの作対旨導のうえで考えてみなければ伝らt，rい問E的示すをのと考え

てよい。

以上の説明で乙の問題の性質は理解できる。 ζの作文の問題は読j鮮とは表裏一体の問題でゐる。問題

の解決はその文章の読解にかかってくる。 t，tるほど自由記述でめるという乙とがひとつの抵抗にはなっ

ているでめろうけれど，ζの正答盤の低さはそれだけでは説明できないで己あろう。常体の中に倣休を混

入することは了-どをの作文にはよく見られる ζ とであり，乙の場合もそうした子どをの文章表現におけ

る未熟さかちそれに気付かずにしまったのだとも言い得ょう。実際の答案では，乙の間組』ζ対しては無

答のものが多かった。しかし.いま本文K立九かえって，乙の昔日分を 「みつけた。 Jとなおして読んで

みると， とれは単位る説明になり， .f，読めて平板な，つまらない文章になる。「ムつけました。」と言っ

た方が，そのあげはおょうを見つけた時の驚きゃ蕎びが生き生きと表現されてくるのでめる。すくJわ只，

乙の場合，文章全体からは巽調な， Iみつけまじた。 Jという!敬体表現が，さして耳障りにならとcいば

かりか，いや少し耳障り陀伝るからこそ，かえってその時の子どtの気持らが生き生きと表現されてく

るのでめる。ほんとうの文章は .ζ うした作者の息づかいを伝えるもので往ければならなし、。むしろ原

文のままlとしておいた方が秀れた表現だと言いえよう 。乙の問題の出題者も，もちろんそうした乙とを

配厳した上での出題であろう。 Iそれぞれの文の終わりの書きゐらわし方でほかとくらべてそろってい

ないをのが，一つめります。そろうように書きとEおすとしたら， Jと乙とわってゐる。したがって， ζ

の問題は，乙の文章の具体性を離れて，全く形式的な修辞上の問題として出題されていると見倣される

のである。そう見倣さなければならないと恩われる。したがって，ζれは形式的修辞，語法上の問題で

あって，生きた文主主の読解とはかかわりf;Iい問題だという ζ とKなる。(したがってまた，読解の立場

から言えば，ζの問題で正答できなかった者が，必ずしも ζの文章理解が拙かったとは院Ii定できないわ

けでゐる。 )

以上の説明から . ζζで取り上げる読解の範囲がはぜ明らかになってきたものと思う。即ら，ζ乙lと

いう読解はどζまでもそこに提示された問題本文を読みjg1fcく意味てのめる。そレて，そういう点から調貨

問題を見てゆくと ，文章の全体と細部の関係を有機的に理解する力，も しく は文章を構造的lζ読み取る

カが不足しているように慰われる。それらは語句の意味理解や段落の意味機簡の理解の問題として， そ

こに現れている。色 hろんそれぞれの問題Kは，問題として難易の差がめり，中には問題としてやや妥

当性を欠いてはいまいかと思われるをのtゐるので， (例えば小玉の@の問題のごとき)一概には言う

ζ とができないが，概して言えば，正答率の低い問題H::，語解指導上考えてみなければならとrい問題が

多く含まれているように恩われる。

そ乙でとの研究では，読解領域で正答率も低く ，指導上問題とすべき点を含む問題を重点的11:取り上

げた。そうした問題にどのような応答をしているか.各選択肢に対する応答を見てみた。乙れは小学校
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5 $，中学校 1年， 3$， そ;fl~・れ 2 佼 2 :芋初づっ，つま り 各学年 4 学殺ずつについてムたものでめι3

ζれは全国学力調蒼随行後. H.c<， 7月に行たっt-i.のでdうる。 そしてさらK ζの応答調査の結呆，

そ ζ!と見られる子ど も の問飴解決のつまづきや， その考えかた， 捉えかた~， その実態をよ り 詳しくし，

その原因を究明するために.いろいろな角度から問題を作って調任した。乙れが9月実施した分析的問

題でゐる。乙の場合，原謝査問題をそのまま，乙れに含めて実施したものもめる。と，cかく，乙の研究

では，第一の資料は前述の各問題の正答率でめり，第二の資料は応答調査でめり .第三の資料は分析的

問題でめる。乙の三つの資料。と基づいて全国学力調査問題国語科の閥)i!fiについて，いささか分析を試み

ようとするものでめる。

ただ， c.の紀要では叙述の都合上，読解領域について，その中 一ニの問題Kしぼって述ぺるので，そ

ζl乙取り上げる問題も ，その調査筒題全て』とわたるものでなく，部分的でゐり，断片的て'める。したが

って E意以下にかかげる分析的問題をその引用が乙ま切れIC:.lって全体の問題精造の中での位置づけが

不明では，却って語者の理解を妨げる怖れがめるので，その都度説明する煩ぞ厭い，乙ζlζ分析的問題

の全部を紙せておく。

〔分析的問題〕

(1 )小学校第b学年 小 五

( 1 の 1) 

本女〔ー)

烏の中には，ツバメのように春や夏のとろは見られるが，秋や冬にかけては見られないtの

がめる。また，はんたいに，ガンのように，，fj:から冬ほかけて日本にわたってくる鳥もある。

①Jツパ〆やガンのように， )喜〈のほうからやってきて，また，遠くのはうへ帰っていく烏ばかり

ではなしたとえば，モスのようfC，秋IC'cCると半野へおりてきて，春や夏は山?とすんでいる

烏をめる。乙のように，季節のうつり変わりによって.鳥たちがすu'場所を変える ζ とを，烏

の|笹川という。
仁と〈 主お古，'jヒ

烏が「程変りJをする時刻はいつCろであろうか。たとえば，大形のカモ，ガン，コウノトリ，

t?)Jハクチョウなどのようなもの，また，力の強いタカ'cCどは， 昼間でを「渡り」をお乙なう。

仁 二 コ ，小烏の類は， fこいてい夜間的れをつくってわ問。

わにしたちが朝早〈野外IC

見る乙とがある。乙れは.前のばんのうちによそからやってきた鳥Tこちであるo

f では ，小l烏たちは，なぜ，そのように夜わたっていくのであろうか。また，鳥の目は夜Kな
I '(H 
@イると見えt，t.いといわれているが，もし見えとどいとすれば，かれらは，夜空はめくらの旅をして

Lいるのであろうか。

@{ふだ一町民地くれて生活してし M ……くー「波
て~

りJIa:'レょうとするのである。 一つには，夜のやみがかれらをおそろしい敵から守ってくれる

からである。たとえば，小鳥たちをおそうタ力などは，夜はねなっている。つぎに，をつとに
(21一一一一ー
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lいわれとは かれらは昼間はえさを求めなければなら伝いという ζ とである。
わたしたちが少し気をつけて見ればわかる ζとであるが，飼っているカナリヤとか，シジュ

ウカラとかいうようとC，からだの小8いj鳥は，かとの中で.たえずえさを食べている。ほとん

@iど食べどおしのように，食べている。小鳥山は，はず食べていな くては，かれらの命をつ
なぐことができないのである。主し，こんな小鳥たちが長い旅行をするのに，昼間飛びつづけ

ていては，かれらの胃はたちまちからになって，もう旅行をつづける元気がなくとEってしまう

にちがし、なし、。そして，夜になってしまえば，かれらはえさをさがすζ とはできない。
〆 由v'-てき
①J そ乙で，夜は外敵の目にふれずに飛びつづけ，聞は陽の光凶ぐまれてやすみ，えさを
l求めて安全なところK とどま るのであろう。

「 いっぱんに，鳥0)F1は夜は見えI，r.いと!思われている。人聞にを夜になるとほとんど見え伝〈
| とりめ

③Jなる自の病気があって，ζれを鳥目といっているくらいである。と ζろが，鳥たちの自は，夜
|になるとぜんぜん見えなくなるかというと，けっしてそうではない。昼間のようには見えない

υとしても，かれらは，少しの光線があればあるでいど見えるのである。

( l の 2) 

本文(ー〕令読んでつぎの問いに答えなさし、。それぞれの聞いについて.1， 2， 3，也の中から，

いちばんよいをのを一つだけえらんで，その番号をOでかζみなさい。

一 乙の文章の中のI_---Jの仰と入れる乙とばとしては，つぎのどれがよいですか。

1 たとえば 2 と乙ろ均3

3 あるいは 4 つまり

こ との文章の中IC，nJっとたいせつな乙とは，とありますが.何にくらべてfこいせつ伎のですか。
(2) 

l 小J烏たちをおそうタカなどが，夜ねむっている乙と

Z ふだんは，林や森の聞にかくれて生活しているζ と
てき

3 夜のやふが，おそろしい敵から守ってくれるζ と

4 孜'!E花めくらの旅をしようとすること

三 ζの文章の中の@の部分は，全体としてどんな乙とをのべているのですか。

1 Jj、鳥は，なぜ昼間はえさ令食べなければならないかという ζと
か
B 飼っている小鳥は，なぜ食べどおしにえさを食べるかということ

3 長い旅行をすると，胃はたちまちからに伝ってしまうという ζ と

4 気をつけてみれば，烏のえさを食べるようすがわかるという ζと

四 乙の文殺の中で，①の部分は，どんなはたらきぞしていますか。
せつ助、

1 '")パメふガンはそれぞれ住む場所がちがう乙とを説明するはたらき

B 烏の「渡り」という ζ との意味を知らせるはたらき

3 モズはツバメやガンのようK長い旅ができないととを知らせるはたらき

4 季節が変わるとすべての烏はすむ場所を変える乙とを説明するはたらき
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五 ζの文章を習いた人は，小烏の「渡り」についておtにどんなこと を説明しようとしているの

ですか。

1 小鳥が，昼院はえさを求めるわけ

2 小鳥の自が，夜はあまり見え!C(いわけ

3 小鳥が，夜. r渡り」をするわけ
も 小鳥が，安全に「渡り」をするわけ

六 ζの文章で説明しようとしている ζ とをよくあらわす魁をつけたいと思います。つぎのうちか

らえらぷとすれば，どれがよいですか。
じとく

1 r渡り|の時刻 2 烏の旅と鳥目 8 小鳥のむれ 4 鳥と光線

七バ、鳥Tこちは，なぜ，そのように佼わたっていくのであろうか。という文に対する説明をしてい
(U 
るのは，つぎのどれですか。

1 oと@と①の部分
3 ⑤と⑤と①の部分

Z ④とのと③の綿分

も @と①と@の部分

( 1 の 3) 

本文〔ー〕を読んで，つぎの問いに答えとZさい。

鳥の「渡り!という乙とはどういう乙とですか，かんたんに説明しなさい。

一 鳥の「渡り」をする時刻はいつごろでし占うか。

士 ζの文章の中IC，もっとたいせつな乙とは，とありますが，

(1) どういう乙とが，どういう乙とK くらべて，をつとfこいせつだといっているのですか。

t2l それは，どういうことについて，そのよう陀いっているのですか。それを述べている乙とば

を文中4ときがして，そのと乙ろを書き出しなさい。

四 乙の文需の中の@の部分は，全体としてどん伝乙とをのべているのですか。

つぎの中からいちばんよいをのを一つだけえらんで.その番号をOでかこみなさい。

1 長い旅をする小鳥たちは，昼間えさを食べなければとtらとIいということ。

2 飼っている小鳥は，なぜ食べどおしにえさを食べるかという乙と。

3 長い旅行をする と， 胃はたちまちからになってりまうという乙と。

4 夜K，.(れば，小鳥たちは，えさをさがす乙とができないという乙と。

五 乙の文章の中の@から@までの部分は，@の部分の説明になっています。

@の部分は， ア(小鳥たちは………いくのであろうか。 ) イ(鳥の目は……ぃ・旅をしているの

であろ号 か。 ) 二つの文からなりたっています。
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@@①@の部分は，それぞれア，イのどちらの説明紀なっているでしょうか。(

ア，イ， どちらか，あてはまる方を書きいれなさい。

⑤の部分( 〉 ①の部分( ①の部分〔 ③の部分(

( 1 の 4) 

本文〔一〕を読んでつぎの問いに答えなさい。

)の中K，

(前Kした問題と同じ問題，あるいはそれKよく Kた問題が出ていますが，前のときの答とち

がってもかまいません。よく考えて答えなさい。)

乙の文章の中で，①の部分は，どんなはたらきをしていますか。つぎの中から，いちばんよい

ものを一つだけえらんで，その番号をOでかζみとtさい。

1 ツバメよガンはそれぞれ住む場所がちがう ζ とを説明するはたらさ

Z 鳥の「渡り」というこ との意味を知らせるはたらき

E ズはツバ メやガンのように長い旅ができないことを知らせるはだ らき

も 季節が変わるとある種のj鳥はすむ場所を変える乙とを説明するはたらさ

二 ζの文章の中K，もっとたいせつなことは，と‘らりますが，伺Rくらべてたいせつとtのですか。

つぎの中から，いちばんよいものを一つだけえらんで，その審号をOでかζみとEさい。

1 小鳥たちをおそうヲカなどが，夜ねむっている ζと

2 ふだんは，林や森の聞にかくれて生活していること

8 夜のやみが，おそろしい品〉ら守ってくれること

4 夜空lとめくらの旅をしようとする ζ と

三 ζの文章の@の部分はどういう乙と?とついて述べているのですか。@の部分とのつづきで考え，

⑤の部分の中のどのと乙ろをくわしく説明したtのか，そのと乙ろを書き出しとEさい。

四 小鳥たをは，なぜ，そのように夜わたっていくのであろうか。という文化対する説明をしてい

るのは，つぎのどれですか。いちばんよいものを一つだけえらんで，その番号をOでか乙み伝さ

し、。

1 oと⑤と①の部分
3 @と@と①の部分

2 ④と<:Dと@の部分

4 ⑤と①と③の部分

五 乙の文章で説明しようとしていることをよくあらわす題をつけたいと思います。あなたの考え

Tこ題を書きなさい。
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( Dの 1) 

本文〔ニ〕
みやf

庭』ζ一本のとrしの木がありました。乙のとfしの実は，水気が少とごくて，のみ乙むとむねがつ玄り

そうでした。それで，わたしたちは，ζの伝しのζとを Iむねつまり '.tしJといっていたのです。

わたしが，六年仕の年の秋のζろでした。母は，にわかにからだが弱くとEり，まもと(<町の病院
11)一一一一司

に入院しました。

っき・の凶も ，そのつき・の白色 ，母はもどってきません。家の中i.iひっそりかんとして，なんだか

風がふきとおるようで，へやの中にいる気持ち在しEません。わたしは，弟とt;(るべく外で遊んで.

気をまぎらわしていました。

ある日の乙とでした。落ち葉のしきつめた家のまわりや，庭のあちとちを.わざとかぷ ζそ音を
121-一一一一一一一一一ー

させとtがら歩きました。すると，

iKいさん，ζのきくの花，かあさんのところに持っていくか。J
弟が庭のすみ犯さいている白ぎくの花を見て，言いました。わたしも，母K会いたくでしかたがあ

りません。

「うん，そうしよう。ぼくは，あの『ひねつまりなしJi'持って行ζ う。 J
弟は，自をかがやかして，臼ぎくをおりました。わたしは.なしの木K登って， iむねつまりとt

し」の実をもいでは，かとK入れま した。そして，ふたりは，病院にでかけました。

家から町lζ出るまで三キ口メートルほどもあり，町へはいってから病院まで，また二キロ メー ト

ルもあるので，ふたりは，いいかげんっかれました。

やっと，大きはにれの木のそば』とある病院R:若きました。

おしえられたと乙ろを，ふたりは走るようにして行くと，へやの入り口には，母の名が警かれて

ありました。ドアイをおしあけて中をのぞくと，母はべ yドの上Kすわったままうつむいていました。

まくらもとに，父が乙しかけていました。母は顔をあげて乙ちらを見て，何か言おうとしましたが，

ヲオルでちょっと目をふきました。母の顔を見たら，わたしは，のどがつかえました。

mは，持ってきたきくの花令母のはな先にさし出し玄した。
「まあ，いいものを持ってきてくれたのね。 J

母は，においをかく'ようにきくの花をだきかかえました。父は，へやのすみにあった花ぴんκ水

をそそぎ，それへきくを入れました。

何:は，わたしのぶらさげていたかc'e見つけて，言いました。

「おまえの持っているのは，なあK"J 

わたしは，t，ごまって母ω前にかごをひっくりかえしました。 iむねつま りとEレjが乙ろころとこ

ろがりTごしました。

「まあ，まあ，一一一。 」

ζのおみまいには，母を声をたててわらいました。父もわらいました。母は手をのばして.その

一つを手にとってほお陀くっつけ，
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「気持ちのいいと と，ひやひやして， 一ー一。」

母のはおは，うすべlとをきしたよう Kばてつて. きれいK見えました。

( nの 2) 
本文〔一二〕を読んで，つぎの聞いに答えt;，(さい。

-1とわかに という乙とばはどういう意味ですか。
{1卜一一一一一

二 ζの文章の中陀 わさ.とかさこそ音をさせ広がら歩きました。とありますが，tJ:ぜ，そんなζ
1，21 

とをしたのですか。

三母親と， ζιtたちとは，それぞれどんとE気持ちでいるのでしょうか。また，それは，本文の

どん々と乙ろでわかりますか， つぎのわくの中IC~きはさい。

|乙どもの気持ち | 

し--..........~よ~八~~

ピ土斗土士ごろ
四 ζの文章であとよたがいちばん強く感じたと乙ろはどの部分ですか。

( D の 3) 

本文 〔ニ〕を読んで，つぎの聞いに答え!J:さい。

一、、ノー~ノー

一 乙の文章の中の }とわかに の意味はつぎのどれですか。いちばんよいものを一つだけえらん
(1)-一一ー

で，その務号をOでか乙みなさい。 1わけをとl< 2すっかり 3す乙しずつ もきゅうに
ニ 乙の文章の中jc::，わざ「とかさ ζそ音をさせ伝がら歩きました。とありますが，JJ:ぜ，そん'.A乙

12) 
とをしたのですか。つぎの中から，いちばんよいをのを一つだけえらんで，その番号をOでかζ

みなさし、。

l 速い病院にいる母親K，落ち葉をふむ音をききとどけきせようと思って

2 かさ乙そと音がでるほど滋:ち業を強くふみしめる と，民主や， J査が歩きよくとfるので

3 母親の病気みまいに行きたいの陀，病院が遠いため行かせてくれないくやしさ含まぎらわす

ために

4 母親のいとEいきびしL、，たよ りない気持ちをまぎらわすために
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三 ζの文章を読んで，親子のどんとf気持ちゃょうすがわかりますか0 -:，).ぎの中から，いちばんよ

いをの守一つだけえらんで，その番号をOでかζムなさい。

1 病気の母を心配するきょう fごし、の気持ちと.hじ中台な乙ど色たちのみまいをうれしく思う

両観のようす

2 遠い道を歩きとおしたきょう fごし、のがまん強さと .母の病気がとEおらといでζまっている両

親のようす

3 父と母のいとtい家をるすばんでさえ工いきょう Tごいの気の弱さと ， みまいに~をた乙とをよろ乙

んでいる両親のようす

4 みまいの品物をよく思いついたきょうだいのかしζ さと，重い病気をかくしてむりにわらっ

ている両親のようす

(m) 
次の作文を読んで，あとの 1，急， 3， 4， 5の問い』ζ答えなさいの 答えは，ア，イ，ウ，エの

中から展も適当なものを一つずつ選んでその記号をOで囲みなさい。

A 

もっとも，長所，短所といっても ，その判断は，あんがいlfずかしい。自分では，長所と!思っ

ていてを，他人は，I B Iそうはみてくれないかをしれ住い。反対に，白分が，短所と
①~ -- -~ ， ，---•••. L一一一一J
考えている乙とでも ，他人f;t.長所とみている乙ともあるだろう。わたしは，みんなから，

「すなおだ。 」とか， iのんびりしている。」とかいわれる。 ζれは，いったい長所なのだろ

うか，それとを短所信のだろうか。

f まず，長所であるが，モれは，やはり「す'.1ぉ」というととのようであろ。母を， iわがま

tb~ まをいわない し， 我をとおさずK，人の忠告をよく聞くりとか， iがまん強いと乙ろがある。 J

Lとか.~、ってくれる。

( I c _Iふだん，父や母同からったよう信おぼえはあまり従い。まに，はらのた

①〈つような時でも ，がまんをして，けんかなどをしないよう花心がけている。乙れらの乙とは，

し:長所と して考えていい乙とであろう。

f 仰と，短所であるが，それは. íのろ ま」という乙とだo~畑町このまれた用事などを ， ぐ
ø~ ずぐずしている閲に， 紛がしてしまう乙とがよくある。 ψさらによく考えると，仕事がおそい

lだけでは位さそう仇。実行力が位い乙とを，短所として数えなければなら従いであろう。
f 母は， r人は，だれでも，自分をみがζ うと努めるととがfごいじです。 」と，ときどきいう。
l短所を少な〈しようと努力するととがりっぱなのだというととらしし、。 わたしは，乙の母のと

①1とばを，しっかりとむね叫ざをう。そして，少しずつでをいいから長所をのばし，短所をな
Lくすように努力しよう。ψ
] ①の部分のυー」 のと乙ろにあては刊さ出しの文章としては，次のうちで，どれ
が段もよいでしょうか。
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ア だれにでも短所はある。しかし，短所をとよくすととはとEかぽかむずかしい。

イ 人聞は他人の長所はほめたがらないが，短所f:t感くいうくせがある。乙れはよい乙とではな

し、。

つ 人には，長所と短所がある。人として，長所をのばし，知所をなくす乙とがf点、じf.，eζ とで

ある。

エ わたしは， rす交わJという長所をもっている。乙れは，わたしのたいせつ1.(1.こからもので
ある。

B ①の部分の区7ー」 のと乙ろ吋てはまる ζとばとしては，次のうちで，どれが肢もよ
いでしょうか。

ア 必ず イ いちいち ウ どん信場合も エ 必ずしも

3 @の部分の 1c |のとζろKあてはまる ζとばとしては，次のうちで，どれが最をよ

いでしょ うか。

ア そういえば イ そんf.cときは っ それにして色 エそれκくわえて

4 J亡二コの中の文を，@の部分の〉の(1)，(2)， (3)， (4)の中のど乙かに入れるとすれば，

f乙がよいでしょ うか。

| そのよう伐ときは， i C A.t.，e闘は，はやくなくしたい。」と反省はするが いまだにな
おっていない。

(1) . (2) ム (3) (4) 
ア〉 イ〉 ワ〉 エ〉

5 (Jz(J)E二二lの中の文ぞ，乙の作文』ζ容さ加えるとすれば，どとが殺もよいでし ょうか。
己主主，わたしは，自分の長所と短所とをあらためて考えてみること犯しむ |

ア ①と@の間

ウ ③と@の閥

(2)中学校品 1学年

本女〔ー〕

イ (多と@の間

エ ①と@の|制

中-

( 1の， ) 

人聞は，道具をつくる動物であるといわれている3λ聞とほかの動物との大き伝ちがいは，人

間が道具をつくり，道具を使う乙とだと仏νとである。人闘は，自分の生きていく目的K合わ
せて道具をつくり，それを使って自然に順応したり ，ときには自然をつくりかえるζ とさえをで

きるのである。

と乙ろが，人間以外の生物は，自然のおきてに従うよりほかIC生きていく乙とができ往い。つ
カ叫Sょう

まり，自然の環境に支配されて，そのいうとおりKt.cっていなければならなし、。

熱帯の生物は，寒待では生きていくのがむずかしい。水の中に住んでいる魚は，陵iと上がった
だんり吻

ら死んでしまう。同じ魚のとrかまでL 暖流』ζ住んでいるものは，霊長流の中では!:t.きにくい。乙

-1 4ー



れらは，いずれを，環境P::支配されているからである。

そ乙で，人間以外の生物は，自分が住んでいるまわりの自然，つまり環境Kdからわないで，

できるだけそれにうまく合うようにして生きている。

サボテンは，ふつうの木の葉のよう táかにちの葉をもってい t.t~ 、。ま?と ， 肉の多いからだを

①イしている。これは，暑くてかわいたさばくで生きるのにっとうがいい。魚のからだが，両はし

のとがった，長いまるみのある形をしているのも ，水の中の運動にっとうがいいからである。

鳥のからだについても同じようなことがいえる。

からだの形だけでとrく，からだのしくみしその環境の中で生きていくのにつCうがいいよ

うになっている。空を飛ぶ鳥は，できるだけ体電を軽くするために，食べ物を長〈消化器官の
ちょう

(.g)~ 中K とどめておかないようにすることがfごいじである o そのために， 鳥は，短い腸を色 て;てい

て，空を飛ぴtaがらでもふんをすることができるようにとtっている。ラクダは，せとEかのζぶ

の中iら しぼうをたくわえている。そして，たとえ長時間十とわたって水が得られなくてL と

のしほうKよってある程度の期間，合をささえる乙とができるのである。

ζのように，多くの生物は，環境にっとうのいいからだをもっている。このことは，生物のか

らだその色のが， 道具の役員をしているといってもよ ~'o

だから，環境K大きな変化が起乙って，自分のからだをそれに合わせる ζとができなければ，

その生物は死K絶えてしまうよりほかはないのである。

( 1の 2) 

本女〔一〕を読んで，次の間いに答えとcさい。

乙の文章で，作者は，どういうことを言おうとしているのか，簡単に述べ伐さい。

二 自然のおきての意味Ki主主近いのは次のどれか。最t適当なもの一つ選んで，その記号をOで

囲みたZさい。

ア 動かしがたい自然のきまり
おそ

イ 恐ろしい自然の盗

ウ 変わりやすい自然のうとき

ヱ はげしい自然の移り変わり

三①の部分に述べられている三つの例は，からだの何がっとうよくできているというのか。次の

中から最色適当なものを一つ選んで，その記号そOで囲みとEさい。

ア からだの運動

イ からだの長さ

ウ からだの大きさ

エ からだの形
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四 t訟の部分は，①の部分』ζ対レて，どのよう 1.(関係』とあるか。(J{の中から最も適当役ものを一つ

選んで，その記号をOで囲みなさい。

ア ①とならべて，もうひとつの面から，例をあげて説明している。

イ @とは反対のととを，例をあげて説明している。

ウ ①の理由を，例をあげて説明している。

エ ①を，さらlζ くわしく.くり返して説明している。

( 1 の 3) 

本文 〔一〕を読んで，次の間いに答えなさい。

一 ①の部分と@の部分で，作者はいろいろ具体的K説明しているが，乙の①@の部分に共通して

作者がそ乙fL言おうとしている 乙とは，どういう乙となのか。その乙とが述べてある文句を本文

中花見出して，それを左に容き出しな3い。

ニ ーの問題K引き続いて，特に①の部分と@の部分とは，それぞれ何lζついて述べているのか。

lilc害きとEさい。

①の部分一一

@の部分一一一

竺 (必の部分は， ①の部分1<::対して，どのような闘係にあるか。次の中からii'k.も適当なものを一つ

選んで，その記号をOで囲み伐さ い。

(乙の問題は前κもやりましたが，もう 一度よく考えて答え伐さい。〉

ア ①とならべて，もうひとつの面から ，例をあげて説明している。

イ ①とは反対の乙とを，例をあげて説明している。

ウ ①の理由を，例をあげて説明している。

エ ①を，さらにくわしく ，くり返して説明している。

( 11 の 1) 

本文{ニ1
2んべいkうげ いちろう
三平峠を登りつめたとき，一郎がわたしを呼んだ。
おぜ

「尾瀬が見えるよ。おとうさん。J

「一郎，はじめに，から元気を出すと， あとでっかれるよ。 111K来たら，ゆっくり歩くんだ。は

じめから終わりまで平均した速度でね。」

わたしは，一郊にそう言った。けれども，一郎は，わたしをあとに残して，どんどん登っていっ

てしまった。

「ゆっくり歩くんだといったら。 J
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そういうわたしの声が，自分ながら負けおしみのようK聞乙えた。わたしの息は，ひどくみだれて

し、fこ。

尾瀬が見えるよという一郎の芦を聞いて，わたしは，急?と元気づいて足を早めた。ブナの木の森
ぬま

のはるか下のほうに光って見えるのが，尾瀬沼にちがL、なかった。ブナの森は，青黒く ，沼の色は，

銀をいぶしたようにしぶい光ぞ放っていた。それは，たしかに心がひやりとするような静かぽ風景

fごった。わたしは，乙の美しい風景K，たましいをうばわれそうになった。

「ヤァホー。 J

一郎はひどくほがらかな声を上げて，尾瀬沼ぞめがけて，峠の道をかけおりていった。そのうしろ

姿が，雪の目の子犬を思わせるように，ζろζろと見えた。

「一郎は，まだ，ζの静かな美しさを味わう乙とができたいだろう。 」
?なはま

そう思いながら.わたしは，ゆっくりとおりていった。峠をおりきった沼のほとりは，砂浜のよう
れ3

1となっていた。大き往枯れた木の幹が，波うちぎわK，一本すて¥られたよう尺横たわっていた。枯
きょうり紡

れた木のはだは，長い間雨風』とさらされて白くとfり，間人:t.J恐竜の化石のように見えた。さっきま
と

で銀色1L光っていた水のおもては，こζから見ると，あいを流したよう陀濃い管によどんで見える。

一郎は，砂の上}とねζろんで，わたしJを待っていた。

「どうだ，きれいなと乙ろだろう。 |

わたしも，一郎のわきに腰やおろして休んだ。すると，一郎が言った。
えいが

「おとうさん。こうしていると，写真や狭商で見るのとちがって，けしきが生きているのがわかる

ね。けしさにも，人間の命みたいとEものがあるんだね。ぼく，ここのけしきを見ていたら，ふと大

むかしの人K会ったようとt気がしたよ。」

わたしは，はっとした。 ζの静かな風景の味わいは，一郎のようなζどもにはわからないだろう

と思つでいたのに，するどい感覚で感じとっているの令知って，はっとしたのだ。そして，わかる

まいと，こどもをあまくみるおとなの自分がはずかしくなってきた。

(ff o 2) 
本文 〔二〕を読んで，あとtたは，どういうところ1<:いちばん強〈心をひかれましたか.書きなさい。

( nの 3) 
本文 〔三〕を読んで，次の間いに答えなさい。

一 乙の文章で，作者は主として何について書ζうとしたのか。次の中から適当と思うものぞ三つ

選んで，その記奇をOで囲みなさい。

ア 作者のl皮れはてた気持ち

イ 尾瀬沼の静かな美しさ

ウ ζ どもの元気なようす
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エ ?礼子のレ1-しいあいだがら

オ 乙どものするどい感覚

で三 こどもをあまくみるおとぼの自分の意味に最も近いのは，次のうちどれか。肢も適当!，Jものを

一つ選んで，その記ちをOで囲みなさい。

ア こどもはおとなほどのするどい!惑覚はとcいと思うおとなの自分

イ 乙どもがかわいそうだと!思うおととEの自分

ウ こどもはおとな陀あまえてばかりいると思うおととtの自分

エ 乙どももおとなも同じ感覚をもっていると思うおとなの自分

三 ζどもをあまくみる の「あまくみる」という乙とばの意味を書きなさいの

、，ノ
町
出
f
t
、

小宮 ( ]j[ )に同じ

(3)中学校第 3学年 中三

( 1の 1) 

本女 〔一〕

① 時代は，活字文化からラジオやテレピ少ヨンなどの費量波文化へと移り変わりつつあるのではな

いかということがいわれている。だから，書物』ζとりかこまれた生活というようなものは，今日

で1ま，ごく特殊な職業化限られ，一般には時代おくれにとfっていくのだともいわれるだろう。い

わゆる後進国では，交通もごくl円式な馬車や牛車の類と，ごく最新式の航空機とがあるだけで，

その中院 tのがあまり見られないという話であるが，いわゆるコミュニケーシヨン(伝達)の

手段としス ，活字よりも電波にたよるほうが多いとも聞いている。いわゆる活字文化，めるい

は文字文化という tのは，中間的，過渡的なものfとすぎないだろ うか。私た広は， ときどきその

ような疑問にとらわれる。

ψ 昔は文字を間におかたCいで，口から口へとニユースが伝えられた。マラソン競走の起乙りは，

ペルシア戦争のときに，マラ トンの勝利を伝えるための使者，あるいは伝令の者が現地から走っ

てきて，乙れをアテネ市民に伝えたところからきているとtどといわれる。議会でも法廷でeも，人

々は演説や弁論によって，自分の考えを直接的に市民lと訴えて，これを説得しなければ位らとtか

った。外交交渉でも，時κよると，巧みとCIt.佐弁Kよって，その時その時の方針が急変させられて，

とんでもない結果を招く ζともあった。私たちは口と耳をっとEぐだけのコミュニケーシヨンが，

しばしば感ド情的役要素によって支配されること令見るのである。
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@ そのよ うとZ弊容を少なくするためには，文字れ'M介が有効であると考えられる。記録をとり，

合意されたζとがらについては，文書をつくっておけば，時Kよって矛盾したことを平気でし平

べるようと(，場あたりの泌説家を沈黙させる乙ともできる。〉 もし，私たちが，各題提案の内

容や理由づけについて，あらかじめ文詐にされたものを渡8れているなら，これを伺度も読み伝

おして，じゅうぶんにその趣旨を理解し，乙れKいろいろな方面から検討を加える余硲もできる

わけである。だから，電波I時代の到来によって，まfこ脅の直接的役訴えが可能になってきたとい

っても，それの危険や短所に対抗するものと して，活字その他の文字の役割もますますたいせつ

になってきているといわなければ従ち位いだろ うc

@ 文字の発明ということは，人類の隆史』ととってもlilii期的伎できごとだった。それKよって文学

も可能になり抽象的な思考も発達してきたのである。口演だけにたよった物語や歌謡も，その台

本が文字によって固定され，その楽譜が一定されることによって，より高度の発達が可能になっ

たのではないかと思う。だから，私たちは文字文化をそう簡単に飛ぴ超えてしま うζ ともできな

い。教育的Kは，文字に伯れ，文字を使う訓練というものが.その間接性によって反省も可能に

なると乙ろから，人間形成の上にも，きわめてたいせつであるといわなければなら立いだろう。

⑤ただしかし，耳で聞き. 1=11:'しゃべるはぱの亡二コ性比段階としては最初のものであ

り，そのいきいきとした働きかけは，文字におきかえてしまうことのできタいものをもっている

いわゆる電波文化の時代が文字文化を抑しのけてしまうのではとEく，その土台の上に，どのよう

な新しい可能性を閥節していくか，それがとれからの課題であろう。

( 1 の 2) 

本文〔ー〕 を読んで， ex.の聞いに答えなさい。

段落①では，どのように沿をすすめているか。簡潔K呑きなさい。

一 段~@のvのところに， 補う ζ とのできる 乙とばとして， 次のどれがよいか。最も適当なもの

を一つ選んで，その記号をOで閉みなさい。

アまた

イ しかし

ったとえ

エ すなわち

オ それとも

三段落ω，@.@の部分にf''fかれていることが，次の中に一つある。それは，どれか。最も適当
なものを一つ逃んで，その記号をOで囲みとrさい。

ア 昔のコミュニケーシヨンは，口から口へ伝えるという，中間的，過渡的な手段によって行な

われていた。

イ 直銭的伝訴えによるコミュニケーシヨンは，ややもすると感情的な要素によって支配される
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こともある。

ウ 電波時代の到来Irよって，活字その他の文字の役割がそれほど重要視されな くなってきた。

エ 私たちは，口と耳をっとCぐだけのコミュニケーシヨンKよって，簡単に文字文化を飛び越え

るととができる。

オ 抽象的な思考が発達してきたために，物語や歌謡が生まれるよう Kなり，それが文字の発明

の上にも大いに役だった。

四 段落⑤の亡ニコ K入れるものとして，次のどれがよいか。最も適当なものを一つ選んで，

その記号をOで囲みなさい。

ア中間

イ 固定

ウ矛 盾

エ 直緩

オ間 接

( 1 の 3) 

本文〔一〕を読んで次の間いに答えなさい。

一 段落①ではどのように論をすすめているか。次の中から最も適当主tものを一つ選んで.その記

号ーをOで囲みとEきい。

ア いわゆる先進国と後巡回と陀おけるコミュニケーシヨンの手段の違いを，まず具体例をあげ

て述べ，次K'.cぜそう違うのだろうかと(，、う疑問を提出している。

イ 活字文化とラジオやテレピヲヨン'.cどの句波文化との比較を述べ，次に後者は中間的，過渡

的なもの花すぎとEいのではと工いかという疑問を提出している。

ウ 文字文化というものは中関的，過渡的なものにすぎないという例をあげ，次lO.cぜ後進国が

活字よりも電波にたよ るほうが多いのかという疑問を提出している 。

工 所字文化はラフオやテレピジョ ンなどの危波文化促比べて時代おくれだという一部の人々の

怠見を紹介し，次K活字文化がさかんである現状に対する疑問を提出している。

オ 時代は電波文化に移り変わりつつあるといわれている乙ととそう思われそうな例ぞあげ，次

K文字文化は中間的，過渡的なものかどうかという疑問を提出していろ。

二 段溶@は次の四つの文からなりたっている。

A rそのような・・ …ー…... 一考えられる。
B I記録をとり，………・・・…-…沈黙させることもできる。 」

C iもし，私たちが，………・…余裕もできるわけである。」

D iだから……ー・……'"・H ・..…・・いわ往ければ'.tらとCいだろう。」

Cの文は，その前文A，Bの文K対してどのようとr関係にあるか。次の巾から最も適当なもの

を一つ選んで，その記号をOで凶みなさい。
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ア Bの文と従らべて，もうひとつの函から，Aの丈を具体的民説明している。

イ Bの文とは反対の面から， Aの文を具体的に説明している。

ウ A， Bの文で述べたことの理由や条件をくわしく述べている。

エ A， Bの文で述べたζとをさらK具体的』亡くわしく説明している。

オ A， Bの文で述べた乙ととは全く別な問題を新たに述べている。

三段落@の¥/のと ζろIL，補う乙とのできることばとして，1R.のどれがよいか。最も適当位もの

巻一つ選んで，その記号をOで間みなさい。

(乙の問題は前』とやりましたが，その時の答えにとらわれずに，もう一度よ く考えて答えなさい。)

ア また

イ しかし

ウ たとえ

ヱ すなわち

オ それとも

本文 〔二〕

( ~ の 1 ) 

再びパ リを見るのはいつのζ とかと思って出て来たあの都のほうへ，もう一度帰って行く自分の

心持ちはかなり楽しみでもあった。

夜行列車KI止ボルドーの町の人らしい父親K連れられである専門学校へはいりに行くという兄諮
ぶりょう

のニ青年に乗り合わせ，車中の無腕を慰めた。私と差し向かいに腰かけていた守年はしきりに国の

ほうの乙とを聞きたがって，私の住まいは 日本のど乙にあるかという ζ とt.tどを尋ねた。

「東京 ?J 

とそのボルド一生まれの青年は目を輝かして，地理香で読んだ日本の都の名が私の口から出ただ

けでも珍しいという様子をした。その青年はさらlとこんとEこと令言いだした。ど ζの土地Kもその

土地のものには特別な呼び方がある。たとえばボJレドーの人ぽボJレドーレー， 1)オンの人はリオン

ネー， リモージニιの人はリムーザンと呼ぶように。それと同じような意味で東京の人は伺と呼ぶか

と私に尋ねた。

「東京っ子ーという ζとばがありますよ。その中でも純粋な町の人たちのことは，江戸っ子と呼んで

います。 」

と私が話レ聞かせたら，背年は江戸ってFという乙 とばを一つ覚えたというふうに喜んで，フラン

ス人らしい発音のしかたで「江戸っ子，江芦っ子。」と珍しそうにくり返した。

r tolんですか，さみもその江戸っ子ですか。」とまた青年が私の顔を見て言いだした。
「どうしまして，私は子どもの時から東京lζ住みましたが， 江戸っ子ではあり ません。私は山国の

ほうの生まれのものです。 」

ζ う私が答えると，背年のそばに腰かけていたフランス人は父親らしし、調子で自分のむすこに向
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かつて，

「え，あちらはど ζの生まれだとおっし干る。」

「山国の人ですとさ。」

乙のむす乙の答えを聞いて，父親は私のほうを見1.;がらうなずいていた。

窓の外は暗かったu 車中のものは皆疲れてきた。眠ろうとしたがろ くろ く眠られなかった。

やがて汽車の中で夜が明けかかった。ときどき私は窓ぎわへ行って立って見た。暗くてよくわか

らとzかった遠い裂の端が亦く光ってきたのを鋭んだ。あそ乙に森がある， ζUと牧場がある，と宮

う乙とができるようになった。野はわずかに眠りからさめかけたばかりで，丘の立ち木も半ば夢を

見ていた。何もかもまだ朝の床の上にあって，目をさましたまま休浴、の盗勢でいるかのように静か

であった。

夜はしだいに私からも灘れていった。そ乙いらが白々と明けてい<1<:つれて，なんとl.t<自分の

心持ちもは っきりしてきた。日の出だ，と汽車の窓から望人で見ると，地平線のかとrたには朝もや

が深〈立ちζめていて，その聞から太陽が赤〈見え始めた。寝不足でからだはぞ くぞくしていたと

きだから，まだそれほど輝かない朝日をまともに見ていくということもうれしく ，艮を放さずにい

るとともできた。 しだいに丸い全体の輪郭が現われてきたのあたかも速く銅盤を働けたかのように

伝った。恵室のすみに疲れて崇い毛皮の外套1ζくるま.っていた婦人まで立って美しい日の出を望ん

だ。調子を破った音楽のような飛躍が感じられるとともK，太陽は一気に地平線を離れていった。

私はもっとよく 見ょうと思った。私の日は痛く伐るほど太陽を追った。なんというまぶしい光彩と，

さかんた精力と，野蛮な舞踏とが私の凝視を矩んだろう。しまいにはどうしても白 を放さずKいら

れなくなった。車中の人々はいずれも争って窓をあけ，さし入る日光に接したり ，i管い空気を吸お

うと しfこりした。

( uの 2) 
本文〔二)， 完んで，次の間いに答えと£さい。

ζの文章で，作者ーはどんなととを語ろうとしているのか，述べなさい。

一 乙の文章全体をとおして， r私jのどんな気持ちが拾かれているか述べなさい。

= ζの文章では，夜明けの情景を，どのように描いているか。次の中から肢も適当役ものを一つ

選んで，その記号をOで囲み伐さい。

ア 近景から涼銭へとけう描写の方法をとり，1，[お，作者の気持ちを車中の人々の気持ちに対比

させとZがら描いている。

イ 朝の空のけしさを先に描写して，近景から邸中へと 呂を移して描いている。

ウ 臼の出の瞬間の，窓外の遠景，近景を互いに織りまぜて描いている。

ヱ しだいK眠りからさめる遠近の風景や作者の心の動きを，向の出の4美子?と盛り上がりをもた
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たせたがら描いている。

オ 地平線から近景ヘ，近景から遠景へと視線が動くの?とつれてけしき争措き，自然を人にたと

える方法で巧みに描いている。

、
、
』
ノ
H
H
 
1
 

〆
I

、

〔調査の実施要領〕

小五 1 J 1 1 1 1 1 1 n II n II 日目 E 目

のの のの のの のの のの のの のの

1 2 2 3 3 4 4 1 1 2 2 3 3 1 

配配 回配 回配 回回 配配 白配 回回 配 回

布布 収布 収布 収収 布布 収河市 収収 オE 収

」ー-vーー '-y-/ '---y---' 、一一--y-ーノ 、-y----' 一一y___"

1 5分 1 5分 1 0分 1 5分 5分 15分

中一 1 1 1 r 1 I rr H U H II II E E 
のの のの のの のの のの のの

1 2 2 3 3 1 1 2 2 3 3 1 

配配 凪配 回回 配配 回配 国間 配 回

布布 収布 収収 布布 収布 収収 布 収

¥ー-y-ーノ Lー~ \ー一一~ '--y----I ¥、ーーーー-、r-ー_I

2 0分 1 0分 1 5分 1 0分 1 5分

中三 r 1 I 1 I 1 H n H 11 E E 
のの のの のの のの のの

1 2 2 3. 3 1 1 2 2 1 

配配 回配 回国 配配 回回 配 回

布布 収ホ 収収 布布 収収 布 収
¥、一一『ず一一J 、」ーー、，--/ ¥一一ー-v一一一ノ . 、ーーーす一__/

2 5分 1 0分 2 0分 1 5分
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E文章読解の基{礎的問題

1語句の意味用法の理解

文章読解の基本は，その文章を構成しているびとつひとつの語句の正しい理解から始まらねばならな

い。乙うした語句の理解がどのようであるか，最初にとの語句の問題を取り 上げてみたい。以下個々の

具体的問題に却して考察をすすめてゆく。

(1) 小五 日 一 ① (小学校第5学年，大間己の小間ー，通し番号①を意味する。以下

同じ )

〔応 タd 率〕

乙の文章の巾のl |の中に入れることばとし 全国本県応答調査 Iの 2ー

ては，っき・のどれがよいですか。 1 18.5 1 8.1 

l 1:とえば 2 61.3 57.7 4 呪~7 5呪1

z と乙ろカ5 B 12.7 7.0 

3 あるいは 4 19.1 12.9 

4 つまり 無字害 2.9 

調査対象校の正答率は J 6月の全国学力調査の時は本県平均のそれよりもはるかに低く 50男を割っ

ていたが，ヲ月，分析的問題で，全 く同ーの問題(1の 2ー )を課したと ζろ，その正答率は 10男近

く上昇し，本県正答率を上回り，本県平均と全国平均のほぼ中間に達した。概して同一問題を?月にき果

し?と場合，それがる 月実施のものよ りもTE.答率が上昇することは，他の問題についても同様の傾向が見

られる。おそらく， ろか月前花岡じ問題に接している ζと， 3か月間の自然の学力の伸び，また調査の

受検環境の違い等，いろいろとE姿因が考えられる。ただ，ζの問題では.6月と?日とその応答傾向は

ほぼ似通っており I 3と4の選択肢への応答がそれぞれ6%前後減少しただけである。 いま分析的問題

( Iの2ー )について，平素の国語成績5段階別に各選択肢の応答数金調べてみると次のととくである。

表 1

ぷき l 2 無答 計

5 13 14 

4 2 25 2 8 37 

3 1 5 47 4 1 1 4 81 I 

2 1 1 12 6 

5 5 2 9 

X 

計 3 1 101 1 2 22 5 171 

(数値は実数。成績械のXは中途編入のため成績未詳

のもの)

正答肢2を選択したものについて， 5段階別選択者の

5段階それぞれの人数κ対する百分比をみると，次の通

りである。

(成綴) 54321  X 

( %)  93 68 58 41 33 100 

乙れでみると，選択肢2( iところがJ)を選んだ正

答者は上位琳のものほど多い乙とがわかる。つまり，

「たとえばJiとζろがJiあるいはJiつまり」 とい
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う乙とばの正しい用法を理j押し，乙の本文の場面で適用し得たものが，上位群ほど多いζとがわかる。

ζのζとは，乙うした語いの理解というものが，国語学力の基礎になっている乙とをおのずから物語る

ものであろう。

ところで， 2の正答肢のほか， 1と告の選択肢にもかとEりの応答が見られる。

1の選釈放(1たとえばJ)を選んだものは，本文の 「たとえば，大形のカモ， ガン，・・…...JIとひ

かれて， ItごとえばF 小鳥の類は，……一 Jとしたのであろう 。ζうした言い万も，ややぎこちない感

はあるが，成立しないわけでは従い。 ζの文章』とは「たとえばJが 5か所使つである。
T ①段の中

ツバメやガンのように，遠くのほうからやってきて，また，遠くのほうへ帰ってい4鳥ばかりで

はとtしたとえば，モス'のよう 1[，秋になると平野へおりてきて，春や夏は山にすんでいる鳥もあ

る。

2 ¥.(2)段の中

鳥が「渡り」をする時刻はいつごろであろうか。たとえば，大形のカモ，ガン，コウノ 卜リ，ハ

クチョウたどのようたもの，また力の強いタカ仕どは，昼間でも「渡りをお乙なうよ二二コ，

小鳥の類は，たいてい夜聞にむれをつくってわたる。

3 @段の中

一つには，夜のやみがかれらをおそろしい敵から守って くれるからである。たとえば，小鳥たち

をおそうタカなどは，夜は拍むっているu

1の場合は，tことえば，モズのようにと呼応する需があって，その 「たとえば」は前文とは関係t.r.く，

単にモズを{7防そしたにとどまっている。 ζれに対して 3の場合は，たとえば，小鳥たちをおそうタカな

どは，と，やはり歩カを例示したとも見られるが，むしろ， 1小鳥たちをおそう世カf.(どは，夜はねむ

っている。 Jという文全体が. I夜のやみがかれらをおそろしい敵から守ってくれるからである。Jの

具体例として述べられfこものと解する方が自然であると思われる。つまり文全体が前文の例示と見注さ

れる。と ζ ろで2の場合は， 1たとえば，大形のカモ，ガン，コウノ トリ，ハクチョウt，.cどのようとtも

の，またプJの強い告カなどは，Jと呼応した語があるので 1の例と同じ用例と解される。それが，乙の

場合の正しい解釈かと思わおる。しかしとZがら， 1烏が「渡り」を寸る蒋刻はいつごろであろうか。た

とえば， ....・H ・.Jとし寸語気には， 1たとえばJ以下の文が，前文を具体的に説明ザる(この場合，そ

れはそのまま「…・・時刻はいつごろであろうか。 Jの答えK在る。)3の用法とも思われるふしが含ま

れている。 ζの文章の作者の筆づかいから見ると，乙のへんがややあいまい位感じがするのである。も

し，仁二三の帆 「また，たとえ凶という ζとばを置いてみると，ろの用法として，すなおに読

まれるのである。選摂肢1には 「またjがなく ，単に itことえば」とあるので，そ ζ?ζ舌足らずのさf乙

ちとn、感lじ1，r:免れたいのであるが， 1の選抗肢cftことえばJ)を乙乙に入れたものは，おそらく多少
のぎζちとtさを覚えながらも，以上述べたようとt解釈(1たとえば」を前文の伊原とみる)のもとに.

そのよう』ι感じて，乙れを選訳したものと思われるのである。

4の選択肢(1つま切 〉は 3の選択肢(iあるいはJ)同様， ζの場合不適切であることは，一目瞭

然である。にもかかわらず4の選沢者には上位群のもの(4段階 )がかなり多いのが注目される。乙れ
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は全くの推測に過ぎないのだが，乙の文章全体が小烏の渡りについて展開されており， r小faの績は，
Tこいてい夜間κむれをつく司てわたる。Jという乙とばは乙の文章の内容から見てきわめて重要な主題

的内容を示すものであり，かつ，段落の終りにあるので，rつまり」という諮は結論を導く認という盟
解のもと叱，深くも考えず， ζれを選択したのではあるまいかと思われる。 「つまり」という語が，前

に緩々述べてきたと ζろを要約して言えばというような場面で使用8れる語であるという乙とを，文章

の具体的場面ではっきりと理解していえEいと乙ろから，乙うした誤答が生れたものと考えられる。「つ

まりJという語は泉本語いとして小学校七学年で学習する語いであって，その用法に十分習熟していとf

いのも肯ける乙とである。

この出題は，そのねらいを「文脈の中における文と文との関係の理解」としているが，結局は乙の四

つの語を文章の具体的場面で適用し得るかどうかの問題である。これら四つの語の意味用法が正しく理

解8れているかどうかの問題であるa

(2) 小五ヨ ー @ 

〔応 タ恥J: 率〕

乙の文煮の中の11)lとわかに の意味I::t:，つぎ 全国 本県応答調査 日の 5一

のどれですか。 1 15.6 8.8 

1 わけもなく 2 すっかり z 15.6 7.0 

3 す乙しずつ 4 きゅう K 3 23.1 36.8 

4 47.7 51.3 44.0 47.4 

乙の問髄は， 「・…… 母は， (1)にわかにからだが弱 無答 1.7 

くとEり，;tもはく町の病院に入院しました。…-…ー」

という文中に出てくる「にわかに」という藷の意味をたずねたものである。もしζの部分が空欄ICJ.i:っ

ていて，適切な乙とばを入れよというようなIIJ題であるたらば.乙乙へ選択紋の「わけもとc< J rすっ
かりJrすζ ずつJrきゅうに」 どれを入れても，とこの本文は文章として成立するであろう。した
がって乙の問え人前後の文脈から乙の語の怠味を推定し得べきものでは往<， f!とわかにJというこ

とばの意味を知っているかどうかが，解答のカギである。

そζで，分析的問題では，乙の問題K先立って，まず rlとわかκ」という ζとばの意味を自由記述で

問うてみた。

( IIの 2)ー

にわかにという ζとばはどういう意味ですか。

ζの問題の応答を，調査問題の選訳肢1，2， 3， 41<:対応させて類別し記すと，次のようにとZる。

(云， 6はその他の答えである。ただし内容的1C3K近いであろう。〉

(わけもなく) かん山r 1) 
しらないうちに 1 ト4

I (2.3) 
しぜんに 2 ) 
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2 (すっかり)・……すっかり

Tこし、へん

ほんと人

3 (すこ しずつ)ー・いす乙 しずつ

だんどん

しTごし、は

4 (きゅう』ζ)ー・・・ ーーきゅう に 6 1 

とつぜん

すぐ

あっという問に

ぐっと

一日一 日と

5 すこし

ほんのす ζ し

6 ときどき

ちょ乙ちょ乙と

しずかr<::

うんわるく

無意味・-……一…....・H ・…・・。……-一一一...・.3 1 

無 答…・…ー…… -…一… ・・・回一・・・… 15 

(数値は実数，( )内放備は全員に対する百分1;;)

)
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( 8 1 ) 

乙の自同記述の問題では， 1 7 1人中67人，3 9. 2売のものが In:わかに」ということばの:意味を

一応理解していたと見なされる。ただしζの場合も，実際には乙の語の意味を正しくは知らず，本文の

中でその前後の文から縦担IJして正答しているものもあるかもしれない。

ごの自由記述の出題の次に，別役問題紙で，調査問庖と全く同じ問題で，つまり選択肢によって問う

てみた。(n ()) 3ー) その結果は最初に示した通りである。いま乙の自由記述と選択肢との応答の関

連をみると次のCとくである。(表 2) 表2

沿~手 2 3 4 言十

3 4 

2 4 5 

5 30 5 37 I 

4 5 7 55 67 I 
5 8 81 

ι s 
一一ー一一ト一一一一一

無意味 4 5 1 1 1 1 31 

11正 タLEE4 2 4 B 1 5 

計 15 12 63 81 171 

(数値は実数)

乙の表で見ると，自由記述(日の2ー〉で1，2， 

3， 4の応答者は，それぞれその 75丸 8 0劣，

8 1克， 8 2売が，選択肢(IIの 5ー )でじ 2， 

3， 4を選んでし、る。自由記述の 5， るは，選択肢

31<:近い内容のものであるから，そのほとんどが選

抗肢3金選んだのは当然であろう。自由記述では正

答 41<:属する応答者67人のうち， 選れ肢でももを

選んだものは 55人であり，それは全員の 32. 2 % 

に当たる。したがって，自由記述で正答したもの
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6 7人のうち，少くとも，選訳問題で4以外I'L応答した 12人のものは， iKわかに」とい う語の意味

を，たとえ自由記述で正答レているとはいえ，正確に単語の意味として知っていたわけでたく，文脈の

中で推測して答えていたものである乙とが知られる。そして乙の乙とは，前にもちょっと述べたように，

両者に正答した 55人の中?とついても，5 5人すべてが乙の諾の意味を正確に知っていたとは，必ずし

も断言できないのである。しかしとにかく，自由記述でも巡視肢でもいずれでも正答したとい ラ乙とは，

仁の語を少くもζの女章の中で，より確実K捉えていたと言えると思う。

さらに Eの3ーの各選釈)伎 表3

JG答者を平素の国語成績5段

階別にみると，表 3の通ちで

ある 。

乙の表で見ると，上位群の

もの必ずしも正答していると

はき支ってい従い。選摂肢の

3ともとは，全段階を通じて

全く 二分レている。(ただし，

5段階のものは 4dl:多く傾い

ている。

誕の3
¥、

5 

4 

5 

2 

X 

計

1 

1 

4 

8 2 

5 5 

2 3 

15 12 

3 4 計

る 7 ( 5) 1 4 

19 13 (10) 37 

21 5 0 (36) 81 

1 4 9 ( 4) 29 

2 2 ? 

63 81 (55) 171 

数値は実数

( )内数値は.自由記

述のli.i答(nの2-)も
4r-.属するもの

成績欄のXは途中編入の

ため成績未詳のもの

以上述べてきたことからほぼ推測できる ζとは， 乙の ifとわかにjという語の意味を確実に知ってい

たものは. 1 7 1人中55人 (3 2.2沼).もしくはそれ以下のものであったと考えられる。多くのも

のは，乙の語の前後の文や令俸の文章内容から推察して応答したものと恩われるの実際?ととの問題の解

決に当っては I IIとわかに」という語の客観的意味を知っていなければ，その文挙内容からの推察を裏

付け決定する何ものも得られ位い筈である。乙の出題のねらいは，一応 「文脈の中における語句の意味

の理解」となっているが，乙の問題は，文脈の中で誇主主を決定しようというよう化問題でなく ，との謡

の意味会知っているかどうかが問題なのである。そして実はζのζとは，読解指導}ζおける語いの鍍い

という甚だ大切な問題にかかわる。文章を読解するという立場から，とかく文脈の中で語主主を探らせよ

うとする指導が多く見られるが.ζ うした指導fU.t問題があると思う。文章の構成単位としてそれぞれ

の単語は震も茶本的1，[ものであって，その客観的な意、味用法を確実に身につけるという乙とは.文章読

解の基本でなければなら従い。そうした知識を確実にもっていて，始めて文章の中で具体的iとその諾の

意味を生き生きと捉えると とができるのであっ，その語を含t?文や文章の理解も真に可能になってくる

のである。「にわかに」という語~;t I r教育基本語しつによれば，小学校高学年で，もっとも重要度の
高い(B 1 )需いであって，もる少しできてよいのでないかと思う。乙うした語いの知識の乏し8は，

国語教育上気Kかかることである。

同様の乙とが，次にかかげる問題でも言えるようだ。
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(3)中一回 1 ① 

自然のおきての意味K最も近いのは，次のどれか。

ア 動かしがたい自然のきまり

イ 恐ろしい自然の姿

ウ 変わりやすい自然のうとき

エ はげしい自然の移り変わり

〔応答

全国 本県

ア 48.0 47.1 

イ

ウ

二E

無答

率〕

応答調査 Iの 2ニ

50.3 50. 

15.3 10.4 

23.0 28.1 

10.9 11.0 

。.5 。.5
ζの分析的問題として行吹った lの 2ニについて， 平素の国語成績5段階別P:，

調べてみるとo¥.のととくである。

各選担肢の応答数を

表 4

識変二 ア イ ウ エ

5 13 2 3 18 

4 22 4 8 35 

、3 43 7 24 8 B2 

2 10 4 12 主 32 

2 2 7 2 14 

X 

91 1 9 51 20 1 B 2 

(数値比実数。成績様のXtま途中編入のため成績未詳

のもの)

率が高くあってよいはずである。

疋答肢アを選釈したものについて， 5段階

別選択者の5段階それぞれの人数に対する百

分比をみると，次の通わである。

(成績) 5 4 3 21  X 

(完) 72 63 53 31 14 100 

上位群ほど正答率が高くなるのは当然の乙

とであるが，語いの知識，理解度が函語全般

の学力と深い関係のある ζ とが推測される。

と乙ろで，乙の「おきて」という語は基本語

い表によれば小学校高学年の重要度の高い語

いであって，中学 1年としては，もっと正答

と乙ろが，人間以外の生物は，自然のおきて1<::従うよりほかに生きていくととができたい。つまり，

自然の環境に支配されて，そのいうとおりになってい付ければならない。

という本文からいって， Iつまり」以外の文から推測しでも「自然のおきてjの解釈としてアが最も妥

当であることは，いうまでもたいが，それも 「おきて」という語意を知つての上での乙とであって，も

し，全然「おきて」という ことばの意味を知らないとすれば， I自然の涼境K支配されて」という乙と

ばからは， イ，ウ，エのようとt選択肢の内容も一概にζζに当てはまらぬと，決めてしまうわけにはゆ

かと〔い。つまり前後の文章からだけでは，アを絶対的信ものとして決定しがたいのである。 一体，文脈

の中で文中の語意を決定するとい うのは，その語いI<::~ 、ろいろな意味用法のある場合，その文中で使わ

れている用法がそのどれK当仁ろかぞ決定すべき問題であって，その時始めて文脈がその語意を決定す

ることにはる。そしてその文章の具体性lζ即してその語の微妙な意味あいがはっきりと理解されること

陀仕る。ここの場合のよう fL，選訳肢ア以外は「おきて」の解釈としてあてはまらとEいというよう主工場

合には，この問題の解決には何よりも「おきて」という語の正しい客観的役語意の理解が先決である。

ζの諮の意味を正しく理解する ζとによって，乙ζの文章の意味がはっきりと理解されるのである。実
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際の読解指導において.逆に考えてはいけない。前K述べたように ζの小学校高学年で学ぶ 「おきて」

という語いの理解度の低いζの結果(;1"，平素の読解指導において，その語;意の客観的正確な意味理解を

後陀し，いたずらに文章から語意を推測するというようとl，逆の取扱いが，こうした結果をもたらして

いるのではあるまいか。

次R多分』ζ比諭的仕言いまわしや，そうした語句については，前後の文や文章全体からその意味を推

察しやすくなるので，そうした語句の問題は，ずっと正答率が高くなる。次の二iつの例はそうした問題

である。

(4) 中一回 2 ① 

7こましいをうばわれそうにはった。は.作者のどんな

気持ちをあらわしているか。

ア _;m:追い乙されたので，くやしくて心がみだれて

いる気持ち

イ あまりつかれて，息ぐる しく，たおれそうにJなって

いる気持ち

ウ あまり静かなので，心がきびしくたっている気持ち

エ けしきがあまりきれいとrので，うっとり見とれてい

る気持ち

(5) 中一回 3 @ 

雪の口" τた ということばで.一郎のどんf.，(I'i王子を

ゐらわそう ，ているか。

ア 一郎のからだの小さい機子

イ 喜びと元気があふれでいる一郎の儀子

ウ めあてもないの陀走っていく一郎の綾子

エ 一郎のまっ白いシャツの美しい様子

φ) 中一回 5 ⑬ 

乙どもをあまくみるおと江の自分 の;寂味に最も近い

のは，次のうおのどれか。

ア ζどもはおとなほどのするどい感覚はたいと思うお

となの自分

- 30ー

〔応 タ<=と2 率〕

全国 本県 応答調査

ア 1.6 

イ 6.6 

ウ 虫5

エ 81. 8 83.1 82.5 

印;答浮〕

全国 本県 応答謂査

ア 9，3 

イ 77.6 78.8 77.6 

10.9 

2.2 

ウ

コこ

〔応、 必ι~ 率〕

全国本県応答調査 Eの3二

ア 59.0 59.2 56.8 64.8 

イ 5.5 2.2 

ウ 4.9 7.7 

コ二 32.8 25.::; 



イ 乙どもがかわいそうだと思うおとなの自分

ウ 乙どもはおととにあまえてばかりいると思うおとたの自分

エ 乙どももおと仕も同じ感覚をもっていると思うおとたの向分

ζの問題も正答率はかなり高いのであるが，ヱの選択肢への反応がかrtIJ見られるので，分析的問題
で取り上げてみた。?月実胞の時(uの3二)にはそのE答率がる月時(応答調蒼)Ic:比べて 8芳上昇

している。そしてエのJ，t.、答は7.5%減っTことはいえ，やはり相当多く， 25努をこしている。いまこの

Eの3ニの応答者の平素の国語成績を 5段階別に見ると，次のCとくである。

おぞ三成績一 ア イ

5 17 

4 30 

3 53 2 

2 14 

3 1 
ート一一一

X 

計 1 18 4 

表 5

ウ コニ 計

1 B 

5 35 

7 20 82 

5 1 4 32 

4 ~ 

14 46 1182 

正符肢アを選抗したものlとついで，5段階別選

択者の5段階それぞれの人数κ対する百分比をみ

石と，次の通りである。

(成績) 5 4 3 2 X 

(克) 9 4.4 8 5.7 6 4.6 4 3.8 2 1. 4 1 0 0 

(数値は実数。 Xは中途編入のため成績未詳のもの)

乙れで見ると，上位群のものは圧倒的にアK反応している ζ とが知られるが，エの選摂肢にも上位群

のもの数名が反応している。アとエの選釘枝は内容的化言えば，周じ内容の肯定，否定の関係Kあるの

で，何故25売もエに反応するのか，疑問を感ぜざるを得ないのである。そこで，乙の 「あまくみるJ

という ζとばを自由記述で問うてみた。

( rrの3)= 

乙どもをあまくみるの 「あまくみる」という乙とばの意味を書きなさいυ

乙の聞いK対する応答として， iかるくみるJiかるく考えるJiかるがるしくみるJ1"あいてをば

かにするJrなめるJiよろちにみるJrかんたんKみるJiたやすくみるJrゆfどんするJi自分よ
りすぐれてないと思うJIたいしたζとはむいと恩う」等がみられる。乙れらと，~らKζの場面K即

しでもっと具体的に書いたもの「あの子はどうせ乙の美しい風景をみたってわからないだろう。」とい

うようなものを含めていうとZらば，それが全体の 65%を占めており，それらの生徒はこのζ とばの意

味をほぼ理解しているものと思われる。ところで，乙の自由記述での正答範囲花入るものと，1Iの 5二

の選択肢の問題で正答肢アを選んだものを比べてみると，それは必ずしも一致しないのである。正答肢

アぞ選んだもので，乙の自由記述では全く無意味な解答をしたり ， iあまやかすJiかわいがる」等と

誤答しているものは，その約27完K及んでいる。そして一方， エの選択技を選んだものについて，そ

の自問記述の応答~みると ， その中の 5 7売のものは「あまくみる」という乙とばを正答範囲で答えて
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いる。乙の三つの問題が同ーの悶扇紙(日の 3)の隣り合った問題として出ている ζとを思えば， 1"あ

まくみるJということばを自由記述で正答しながら ， (つまり， ζの穏を一万では耳目解しながら)選訳

の問題では正答肢アをとらずKエをとったというととは，それとどりの伺か理向があるのではあるまいか。

ふ下は全くの私の推測に過ぎtよいのだが，おそらく ，ζの問題の本文から， ζどもはおとなよりも新

鮮な，鋭い感覚を持っているのにはっとしたというように感じ取って しまって， 1"乙どもをあまくみる

おとたの自分JIe:.対して. 1"乙どももおと伝と同じ感覚をもっていると思うおと伝の自分Jをはずかし

く思った，というふうに解したのではあるまいか。 ζのエを選釈した上位群6人(5と4の段階 )のも

のは，いず今れも自由記述では正解しているのである。同一紙の隣り合った問題で， 1"あまくみる」の語

意がわかってい位がら， 一方，アの選奴絞を取らたいでエの選摂肢を取った理由は，以上のようにでも

考えなければ，筋が通ら!.，[くとfる。もっとも，乙どもの答案には ，一貸した論理的筋の遜らない，問題

Cとにその場その場での思考で解答しがちである ζとは，しばしば見られると ζろであるから，必ずし

も当たらとn、かもし れ々いが，アのよ正答肢とは円谷的』とは大へん近い，しかしまた正反対の， エの選択

肢の性質から需って，その反応がかなり多い ζ と，しかも上位群のものも数名選択している(しかもそ

れらが自由記述で，その語意を正解している)乙とは，向かそζfc理聞があってしかるべきだと思うの

である。以上述べたようた推測も一つの解釈として許されてよいかと思う。とするたらば，それらの人

たちは，文章全体から直観的にその内容舎把握してしまって，一つ一つの文ぞ詳しく l吟味しとZい説みか

らくる一つの誤答の例といえるかもしれとfい。

σ)中三 IIJ4 @) 
〔応答率〕

全国 木県応答調査 Iの 2四

ア 7.6 7.0 

イ 6." 7. 0 

腕@の工二コκ入れるものとして，次の

どれがよいか。

間

定

盾

接

接

中

国

矛

直

間

ア

イ

ウ

エ

オ

ウ 14.0

エ 55.953.758.0

10.5 

64.4 

10.5 

0.6 

オ

無答

14.0 

乙の 5簡の選侭肢は，いずれも本文中に出てくるζとばである。その中， 1"中間J1"固定Ji間接J

は，文字たいし文字文化の性賓として. 1"矛盾Jí~接」は，話しことばの性質として，その叙述に使

用されている。本文全体ぞ読めば，エ「直接」が正答肢である乙とははっきり理解できるはずである。

なお， 応答の傾向~みると，ウ |矛盾」と オ 「間接」 への反応がやや高い。

「矛盾Jという ζ とばは文中で訴しζとばの叙述の中に使われており . 1"ただしかし，耳で聞き，口

でし〆る ζとω 仁コ伽，段階としては酬のものであり ，そのいきいきとした働きかけは，
文字におきかえてしまう乙とのできはいものをもっている。」という ζの部分だけを説めば全然当ては

まらえZいとは必ずしも言えないようである。そうした点にζの誤答が生まれた原因があろう。 i間接」
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という乙とばは.すぐ前の@段の中R.伎月されているので，それに慈かれたのであろうか。内容的には

全然当てはまら従い応答である。 ウやオへの応答は問E草木文を十分に読んでいえEい結果のあらわれであ

る。とにかく ζの問題l;t.単K選摂肢の5箇の単語の意味を理解しているだけでは解決できず，文章全

体を読みとっておらなければできない問題である。読解力を見るに通わしい出題と言えよう。 ζの Iの

2四の応答者の平素の閑語成績を 5段階別に見ると次のととくである。

議SSア イ ウ

5 

4 

3 7 7 ? 

2 5 

4 7 

X 

計 12 1 2 

コこ オ

B 

26 2 

49 8 

16 7 

5 

18 

表6

無答

14 

28 

81 

30 

17 

1 7 1 I 

正答肢ヱを選択したものKついて.5段階別

選択者の5段階それぞれの人数に対する百分比

をみると，次の通りである。

(成績) 54321  X 

( % ) 92.9 92.9 60.5 53.3 29.4 100 

数値は実数 . 戚紛欄のX は中~編入のため威信未詳のもの

上位苦手が正答率綴めて高い。文章全体を読みとる内容的規解を中心と した語いの問題であるためであ

ろう。

t，tお，語句の問題としては，次のようなものが出ている。いちいちの説明は省くが，応答調査の結果

をlicしておく。

(8) 中三 回 D (古典氏関するもの)

1 @ 

こ二コ花入れる ζとばとして，次のどれがよいか。

ア 泰盛 イ t.rらぶ者 ウ 馬乗り エ 従者 オ 作者

〔応答率〕 ア イ ウエ オ

全国 72.9 

本県 73.2 

応答謝変 75.5 1.7 13.4 7. 0 1.2 

2 ① 

無答

1.2 

Aの文章の傍線部にあたる亡三コ K入れることばとして，次のどれがよいか。

ア 乗らえZい イ 乗りたくたかった ウ 乗らなかった
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lエ乗…る オ乗れt...lかった

〔応答率〕 ア イ ウ コニ オ 無答

全国 74.4 

本県 74.9 

応答調査 8.1 3.5 69.7 13.4 4.1 1.2 

(9)中=囚
l ⑪ 

畑中の仁二コ K入れる ことばとして，次のどれがよいか。

ア描いている イ 染めている ウ咲いている

エ澄んでいる オ燃えている

〔応答率〕 ア イ ウ コこ オ 無答

全国 15.9 

本県 13.0 

応答調査 5.2 40.8 33.7 5.2 13.4 1.7 

z ⑮ 

交章中のに二二!κ入れる乙とばとして，次のどれがよいか。
ァ 浮かんで イ 追われて ウ 沈んで エ 導かれて オ誘われて

〔応答率〕 ア イ ウ ヨニ オ 無答

主国 70目6

本県 70.6 

応答調査 4.1 72.6 4.1 6.4 11. 6 1.2 

以上の中pぐり中三 回 l@の問題は正答率が甚だ低いのが注目的く。 ω 問題の本文のその部
分そ引用すると，

山の高い所には今崎りの紅葉がはなやかた色n::仁 二 ご[。

となっている。乙れに対し，応答調査によれば，

紅葉がはt;r_やかな色K染めている。(4 0.8 % ) 

紅葉がはなやかとZ色花咲いている。(3 3.7完)

紅葉がはたやかた色に燃えている。(1 3. 4 % ) 

という順で，応答している。["紅葉Jと 「染める」の取合わせば，古来日本語として使われてきたと ζ
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ろで，古典的慣用であるといえる。そうした所から ζれに反応の多かった乙とは尤もK思われる。ただ

ιζでは， i山の高いすfには……粁棄が…-一」とあるのだから.やはり自他の区別を意3均とおいて自動

詞をもってくるのが隠当であろう。「染まっている」と 「染めている」の区別をはっきり意識しとn、
そのあいまいきにζの誤答の生まれた原因がある。そ乙でイが誤答である乙とに気付き，自動詞を選ぶ

とすれば，選摂肢の中では，ウ咲いている.エ澄んでいる， オ燃えている，の何れかにたるわけである

が， i紅葉が燃えている」という言い万は，耳慣れないのであろうか，あまりにも誇張的K感じたので

あろうか， i紅葉が咲いてし、る」という ，おかした言い方のほうに応答が強く傾いている。 ζの問題は，

一面古典的な慣用的な言葉づかいよ りも，自他の区別をはっきりさせる，語法上の正し3を求める出題

であったと恩われる。(文部省の発表のねらいでは， i文脈の中lとおける暫句の意味や用法の理解Jと

従っている。)たfご，ζうした自他の区別というようなことは，単なる語法上，文法上の問題として取

り上げられるにとどまらず.平手伝から言語感覚が訓練され.Itきかれている従らば，おのずから気のつく

ものであって，表現の美しさや，語感の真実さが，文章読解の指導において常に留意されねばt.rらとZい

ゆえんである。また， i紅葉が咲いている」と「紅葉が燃えているJとを比べた時，後者をよしとする

のも，語感による判断とい ってよかろう。紅葉燃ゆという言い方には，古典的JJ4拠があるかと思うが，

たとえそうした ζとを知らなくとも，今を盛りの紅葉を「燃える」と形容するのは，納得しうる乙とで

あり，特別の詩的表現とも言えたいであろう。乙の程度の比磁的表現は，多少の文学的語!惑を持ち合わ

せれば理解し得ると ζろである含 ζの問題の甚だ低い正答率には，平素の語感の訓練の不足が原因して

いるように思われる。

2 文 ・段落の理解

ここでは，文章における文と文の関係，段落と段落の関係をどの程度読み取っているか，いわば文章

の構造的理解， 文~的理解を巾心』とみてゆくことにする。

(1) 小五 日 三 @ 

乙の文章の中の@の自11分は，全体としてどんはことを

のべているのですか。

l 小鳥は，なぜ昼間はえさを食べなければならとEいか

とL、う ζ と

Z 飼っている小鳥は，なぜ食べどおしにえさを食べる

かとし、う こと

B 長い旅行をすると .閏はたちまちからKはってしま

うとし、う 乙と

也 気をつけてみれば，烏のえさを食べるようすがわか

るという乙と
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〔応

全国

1 29.3 

自

3 

4 

無答

タ広司主 率)

本県応答調査 lの 2三

28.3 21.9 28.7 

3L.7 29.2 

36.5 34.5 

ι.9 6.4 

1.2 



ζの問題はE答蔀がたいへん低い。問題のねらいは. r段落の要点を続み取る力jととtっているが，
乙れは問題自身に少し難点があるのではなかろうか。

乙の@の部分は，次の5つの文から成り立っている。
か

1 わたしたちが少し気をつけて見ればわかる乙とであるが，鯖っているカナリヤとか，シグユウカラ

とかいう ようた，からだの小3い烏IJ，かCの中で，たえずえさを食べている。

2 ほとんど食べどおしのよう IC，食べている。

3 小烏たちは，たえず食ぺていなくては，かれらの命をつなぐことができ従いのであfo
4 もレ，乙んな小鳥たちが長い旅行をするのに，昼間飛びつづけていては，かれらの胃はたちまちか

らになって，もう旅行をつづける元気がなくとEってしまうにちがL、t，，n、。

5 そして，夜にたってしまえば，かれらはえさをさがす乙とはできない。

乙ういった文で，ζれを一口にまとめる ζ と1;11.(かなかかずかしい。あえて需う従らば，小鳥はひるま

はえきを探して食ぺ々ければ々らないので，ひるま渡りをするわけにはゆか従いのだ，というよう従乙

とが述べられているように受け取られる。レたがって， r全体としてどんはζとをのべているのですかJ
という聞いに対して，乙ζにかかげられた 4つの選沢肢は，必ずしも満足すべき答えとはなってい位い

ように恩われろ。正答肢とされている il 小鳥は，f..Cぜ昼間はえさを食べ往ければ夜らなし、かという

ζ と」という表現も，やや疑問が残る。「なぜ」に対する答えば乙の本文にはt.[1(も書かれていt.t.いよ

うだ。 trしろζ乙は，小鳥は昼間はいっしょうけんめいえさを食べる，会べざるを得促いという事実に

ついて書いているというべきfごろう。理由を問う内零で従く，事実を述べる内容に lの選摂肢を修正し

て出したならば，いくらか正答事は高まるのではあるまいか。それで，正答肢を次のよう K修正して出

してみた。 (まfこ也の選択肢は応答率が』高めてfぽかったので，ζれも序でに変えた。 )

Iの3四

ζの文章の中の@の部分は，全体とレてどんなζとをのべているのですか。つぎの中からいちば

んよいもの守一つだけえらんで，その番号をOでか乙みなさい。

l 長い旅をする小鳥たちは，昼間えさを食べなければならたいということ。

2 飼っている小鳥は，なぜZ食べどおしにえ3を食べるかという乙と。

3 長い旅行をすると，胃はたちまちからIC1.cってしまうという乙と。

4 夜10，[れば，小鳥たちは，えさをさがす乙とができ 1.[いということ。

この各選訳肢に対する応答は，次のCとくであったの

1 2 3 4 無答

34.0 26.9 22.2 14.0 2.9 

選摂肢lへの応答がいくらか高まったが，まだ他の選択肢への応答も多い。いま， 1の 2三と lの3四

の応答について，それぞれの平素の国語成績を 5段階別代見ると，次の表のととくである。
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1Q;2三 表7

お¥ z 斜塔

5 6 7 1 4 

4 14 ヲ 14 37 
ー 一一
3 24 22 30 4 81 

2 5 ? 1 2 4 2守

3 2 5 ? 

X 

計 49 50 59 1 1 2 171 

Iの5四

主語¥1 2 
5 6 5 

4 1 6 1 0 

5 26 21 

2 5 8 

5 2 

X 

計 58 46 

3 

2 

6 4 

20 11 

10 6 

38 24 

3 

5 

表8

計

14 

37 

81 

29 

9 

171 

(数値は実数

Xは途中縄

入のため成

績未詳のも

の)

乙の表1ζも現れているように，各選択肢への応答の分散は，成績の上下Kよるものでなく ，成績の上

下そiiiじて分散している。成績のよしあしに拘らず，あるいは 1を選び，あるいは Zを選ぴ，あるいは

3を選ぶという具合である。 ζうした現象は心情の読み取り の反応にはよく 見られることであるが，こ

の場合のようと工内容的把握Kおいてはありえ化い乙とである。 乙の ζとは，前にも述べたように，乙の

選択肢に確たる正答肢というべきものがとfいためと考えられる。

一体この@の部分の文権は，乙の文章全体の梢成から，文脈的Jというはらば，@の部分を受けて①の

部分へ進tr中間的過渡的叙述である。 ζの@の段落自身が一つのまとまった思想を述べているのではとよ

い。 ζのようとE段落の取り扱いとして， 乙の段落の要点を読み取るというような出題の仕万自身花問題

があると恩われる。その前の@の部分の最後の文. IつぎR:.もっとたいせつな乙とは，かれらは昼間

はえさを求めたければなら従いという ζ とである。」を受けて，その事実を具体的にやや詳しく述べて

いるのが， ζの@の部分である。文章全体の中で乙の段浴がどのようK位置づき，どのようなはだらき

をしているかが問題である。もちろんζの問題の出題者の意図もそ ζ』てあった乙とは，文部省の中間報

告で，乙の問題について， I部分的付文京金要約する能力はその部分の文章の内容だけでたく，文章全

体とつねK関連させて考えることが必要である。 」 と解説しているところからも，推察されるのである。

そとで， ζうした段絡のはたらきを理解しているかどうか，次のよう花問うてみた。

Iの4三

乙の文章の@の部分はどういうことについて述べているのですか。@の部分とのつづきで考え，

@の部分の中のどのと乙ろをくわしく説明したものか，そのと乙ろ告書き出しなさい。

乙の応答として，前述の 「かれらは昼間はえさを求めなければならとEいJという部分を指摘できたも

のは. 1 7 1人中 43人(2 5. 1完)であった。いまこの 43人Kついて平素の国語成績をみてみると，

次のととくである。

成績

人数

各段階別人数に

対する完

5 4 

10 15 

71.4 40.5 

5 2 

14 3 

1 7.3 10.3 
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上位群，~ 属するものほど. 応答率が両くたっている。つまりこの@の部分の全文における位置付けを

茸!可解させる乙の問題は ， その正答者{士平素の国語成縞1C比例しており ， ζ うした出婚は， その読1~力を

評価する 4適わしいものと lr- J ている ようだ。

乙の点 きの問題 lの2三 1の5回の場合と比較してみたい。それぞれ正答枝と見伐される 1を選-

釈したものに弐て，その5段階別の百分比をみると次のごとくである。(表 7，表Eを参照)

5 4 ろ 2 X 

2.0 2.0 Iの2三 1( 4 9人) 1 2.2 2 8.6 4 9. 0 6.1 

Iの5四 1( 5 8人) 1 0.3 27. 6 4 4.8 8.6 8.6 

lの4三(4 3人) 23.334.9 32.6 7.0 0 2.3 

!の4三の正答者が，上位群において，多くを占めており ， 1の 2三や lの3四の正答者が上位群Kお

いて多くない乙とが知られる。

また，ζの Iの 4三の問題で正答したもの(4 3人)が: 1の2三や Iの3四でどのような選沢肢を

取ったかを見ると，次のCとくである。

Iの2三

1 

16 

8 

1 8 

8 

8 

也 無答

Iの5四 16 14 5 7 

以上のような選択の分散を見れば，乙の調査問題が (あるいはさらに !の 5四の問題が )文章全体の

中に段落ぞ位置づける能力とは一致したい出願であったことがわかるであろう。もっとも，乙の乙 とか

ら逆に，個々の段落の意味招提IC，文章全体と同連させる力が働いていない，そうした欠陥のあらわれ

とも解釈できるかも知れとC~'oζの調査問題の1 1\勉ー意図からすれば，そのように解釈すべきかとも思う。

しかし，私は前述したように， ζの応答の分散は，/.Pしろ問題自身?とい8さか疑問がある と考えるので

ある。それにしても， 1の 4三の問題において 2b劣の正答率しか得られtrいことは，段落相互の関係

や，文章全体の中でその段迄のもつ意味あいを理解させるという ，段溶の取扱いとしては巌も大切な指

導が，平素1 三かにされている結采ではないかと恩われるのである。

(2) 小五日 七 φ 

小鳥たちは，なぜ，そのように夜わたっていくので

あろうか。という文κ対する説明をしているのは.つ

ぎのどれですか。

1 @と@と①の部分

1 

8 

答

査

リ

ワ

応

調

ど

ι

県本関全 Iの2七 lの4四

12.9 12.3 

25.7 25.1 

43.9 45.1 

1 1. 1 15.2 

6.4 2.3 
3 ⑤と@と①の部分

2 @とのと③の部分

4 @と①と⑤の部分

3 41.7 3呪2 33.0 

4 13.9 

1.7 無答

乙の問題も正答率が低い。殊に調査校の正答率は低かった。 ζの問題の出題のねらいは「段落と段落

との関係を読み取る力」と従っている。具体的には@~③の文章の展開を把握すればできる問題である。

そこで，@~@の文章をわかり易く分析して， 文章の展開令あとづける問題を出してみた。
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Iの3五

乙の文意の中の⑤から@までの部分は，@の総分の説明ILt.，cっています。

l)の部分は，ア (小鳥たちは……一 …いくのであろうか。) イ(馬の目は………・・・旅を してい

るのであろうか。) 三つの文からとEりたっています。

@@<i)@の昔日分fJ，それぞれ ア，イのどちらの説明に従っているでしょうか。( )の中(C，

ア，イ，どちらか，あてはまる万ぞ脅きいれたさい。

⑤の部分( @の部分( ) ①の部分( ) ③の部分(

乙の問題に対する応答f.t次の通りであ った。

⑤の部分 @の部分 ①の部分 @の部分

ア 52.6 57.3 4 4.5 1 8. 7 

イ 3~7 2~8 4Q9 67.3 

無答 1 1. 7 1 2. 9 1 4. 6 1 4. 0 

正答は，@(ア)， @ (ア)， ① (ア)， @ (イ)であるが， アとイと等分IC二つずつ入れたものが多

く， 4つを通して，ア，ア，ア，イ， と正答したものは，わずかに 12人に過ぎなかった。子どもたち

は，乙の Iの3五の間閣のような，文章を分析する問題は，全く不慣れであるようだ。実はとうした文

訟を分析して考-える問題をしたたらぱ，それが示唆とたって.調査問題の正答務も上がるのでないかと

考えて出したのであって，乙の問題のあとで調査問闘をもう一度，再度行t.，cってみ了こ。(1の4四)

その応答陀ついては，最初代かかげておいた。応答率においては !の 2七と殆んど変っていない。尤も，

表?て・わかるように，ともK同じ選択肢を取ったものは，

3と2がかたりの数を示すが，全体で 82人で，他の 89 

1 0) 2七と iの4四の関係 表?

》更
4 

2 6 

3 7 

4 1 

無答 5 

人(全体の 52完)のものは，その選摂を移動している。

いかにも不安定従選択である。いま ζの点を， [の3五で，

ア，ア，ア，イと正答した 12人のものについて，見てみ

たい。乙の lの3五の正答者は，当然 lの4四では.iF.答

肢 3を選択するのが，論理的すじ道であるはずだが，事実

は必ずしもそうで従いのである。いま，乙の 12人が， 1 

の 2七と Iの4四でどのような応答をしているか，みると

次の通りである。

1計 2 1 

Iの 2七 10)4四

3 一一一一一ー 8

8一一一.;r.1 
3 -一一......."._ 2. 

3 一一一一争 4

4 一一一一一長 3

8人(5- .s人， 4-3人， る-2人)

1人(4 ) 

1人(2 ) 

1人(3 ) 

1ノ、(2 ) ()内数字は.国語成績5段階別e
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5 ' ? 4 22 

2 1 1 0 7 

9 150 8 

6 6 5 1司
2 2 2 2 

43 77 26 4 17 1 

(数値は実数)



1 2人中 8人はともに正答しており， 3人は正答からかえって誤答に移り， 1人は誤答から正答になっ

ている。 1の3五において正答しておれば，当然 Iの4四は正答肢3を選ぶはずと恩われるの托そうた

らとt~、。少くも [ の 3五で@の部分に イ (烏の自は…ー・・旅を しているのであろうか。)を入れている

以上， [の4四では，@を含tr2やもの選択肢は避けらるべきであるのK，上tとも見る通り，平気で Z

や4を選択しているのである。乙のようとZ乙とは，子どもの答案ではよく見られることで，子どもはそ

の場その場で答えるので，一貫したすじぞそれらの開花求めるのは，やしろ子どもの心理に即さない，

大人の考え方であるのかもしれたい。ではζのようとf誤答は何故生ずるのか。おそらく ，子どもたちは，

乙の調査問題の場合， I小鳥たちは，なぜ，そのように夜わたっていくのであろうか。」という文を，

その本文K立ち返って静かに吟味すみ という ζ とをしたrい。文章の表現をていねい?と銃まず，内容的ic

直観的K把握して読んでゆく。そうした子どもの文章の読み方が，こうした結果をもたらしているので

は従いかと恩われる。選択肢2(@と⑦と@の部分 )に応答しているものが，正答肢311::次いでその選

択が多いのであるが.乙ζでは，鳥の目は夜でもあるていど見えるのだという ζとを含めて， I小鳥た

ちは伝ぜそのようは夜わたっていくのであろうか。」の説明と見倣しているわけである。 C@の部分を

ていねいに読めば，それが設聞の傍線部外のことである乙とがわかるはずである。)乙うした大ざっぱ

な読み，内容だけを把捉して文章表現代即してていねいに読またい習慣，乙うした傾向が乙のような結

果をもたらしているものと思われる。

私は，文章の読みは，表現をていねいに読trζ とが大切だと思う。 !の3五の問題で示したような，

文章の分析をするととは，極時11と去ると，分析のための分析11:なって，正しい文章の読解とは別なもの

となり，その点注意を要するが，文章を正し〈ていねいに読かためには，乙うした文章の分析的理解も，

読解の上ば十分生か注れてゆく乙とがなされてよいと思う。

なお，小五の問題では， 巳四@の問題が，そのねらいとして「文章の中での酬のはたらきを理

解する力」 となっており ，正答率もかなり低く ，興味ある問題を含んでいるのだが，内容的に見ると，

bしろ，その段落の意味内容の把握のしかたが中心問題花伝り ，いわば，段落の要旨の把握の問題祉の

で.乙の項での説明を省略する。

(3)中一回 3 @ 

@の部分は，①の部分』ζ対して，どのような

関係にあるか。 I 全国

ア ①とならべて，もうひとつの面から，例を | ァ 44.0 

あげて説明している。 Iイ

イ ①とは反対のことを，例をあげて説明して! ウ

いる。 I エ

ウ ①の理由を， f71Jをあげて説明している。

エ ①を，さらに くわレく ，く り返して説明し

ている。
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本県応答調査

42.9 42.5 

7.7 

19.7 

30.1 

主幹〕

lの担

6 1. 1 

4.9 

11.5 

22.5 

Iの5三

68.7 

4.4 

10.4 

16.5 



ζの問題は，段青写と段落の関係を正面か鳥取り上げ，その関係をことばで税関した選択肢で問うたも

のである。 6月実施の際の正答率はかなり低い。 誤答肢の中では，エの選抗肢への1反応がかなり強い。

乙れは，選択肢の内容からいって，そうした言い砲しで説明よろことも，正答とはいえないが， 許され

ていいかもしれ伝い。 ζの選択肢にかをりの応答が見られるのも背ける乙とである。

そ ζ で， 分析的問題では ， まず~ーに原調査問題をそのまま行ない . ( [の2四 ).さら?と ζの①@

の部分の文章構造を分析的に詳しく理解させる次の問題を諜した。

lの5ー

①の部分と@の部分で，作者はいろいろ具体的に説明しているが，この①@の部分に共通して作

者がそζK言おうとしているζとは，どういう乙と々のか。その乙とが述べてある文句を本文中に

見出して，それを左Km=き出しなさい。

Iの3二

ーの問題K引き続いて，特に①の部分と@の部分とは，それぞれ何について述べているのか。左

陀舎きなさい。

①の部分一一一一

@のき草分一一一

そして乙の Iの5ー， ニの問題のあとで，再度調査問題を行なった。([の3三)。 ζの文章構造の分

析的考祭を通して， 1 の 2 四と l の 3三の開花 ， 正答~の|向上の見られる こ とを期待したのである。

ところが，乙れらの問題の応答率は最初に配した通りで. 1の 2四の問題で既陀6月実施の際より

2 0 %近くも高い正答率を示しており ， 1の 3一二の分析的問題を経過レても， 1の 2四と Iの五三の

間に大き従差の生じf.[い結果になった。

一体Iの2四で. 6月実施の際より 20完近くも正答率が上昇したのはとZぜであろ うか。 9月実施の

調査問題が6月実施の際よりその正答率の高く位る乙とは，前?とも見てきたように屡々起ζ る現象であ

るが，その上昇絡は，大体 10%どまりで，このように高い上昇率を示しているのは，他に見られない

と乙ろである。乙れはおそらく次のような原因によるのでないかと恩われる。すとEわち. 1の2四と同

一紙で，次のよ うを問題が出されている。

!の2ー

乙の文章で，作者は，どういう ζ とを言おうと しているのか，簡単陀述べ伐さい。

子どもたちは.1の2四の問題をやる直前に ζの問題K接しており ，ζの問題で，乙の文章全体の妥

旨を模索した乙とが，この Iの2四の問題を解く It:当1こって，その考えを大きく助けたものと推測され

るのである。 文主主全体の理解の中で段落相互の関係を読み取る乙とができたのであろう と考えられるの

である。 それ以外にζの 20売上昇の型自を見出す乙 とはできとEいように思う。して見ると， ζのよう
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な段落相互の関係の理解は，文章全体の主旨を掴tr乙とと概めて密接な関係にあり.文章全体の主旨を

掴ひということは，段落相互の関係を理解するという乙とと，ある意味では表現一体の問題ではないか

と思われるのである。段港を文権全体の構造の中κ位置づけて理解するという乙とは，文章全体金把握

することKほかならない。段落指導においては乙うした点K留意する乙とが板めて大切なことであろう

と思う。

(4) 中三回 2 (g) 

段落@の〉のところに，補うことのできる乙
全国

とばとして，m.のどれがよいか。
ア ヨ0.9

ア まfこ
イ

イ しかし ウ

ウ たとえ
コこ

エ すたわち
オ

オ それとも 無手写

〔応 答 率〕

本県 応答調蒼

26.1 30.2 

23.8 

16.3 

12.2 

16.3 

1.2 

Iの2ニ

32.1 

19.3 

20.5 

13.5 

14.0 

0.6 

]の3三

36.9 

16.4 

17.5 

14.0 

14.6 

0.6 

乙の問題も正答率がひくい。問題のねらいは. 1'"乙とばのきまりの理解(接続する語句)Jとなって

いるが，具体的には，文章を構造的に理解し，文と文との関係を読み取る乙とを要請する問題である。

そ乙で，ζの段落③の文言Zを分析し，その文と文の関係を構造的に理解できるかどうか，次のような

問題を出した。

Iの5二

段-落@I;tm.の四つの文からなりたっている。

A Iそのような・・………・…一考えられる。」
B 1;'哀をとり，………….....沈黙させる乙ともできる。J
c 1'"もし，私たちが，・・……-余裕もできるわけである。 J
D 1'"だから…・・・…・・・…ー………いわ往ければとcらたいだろう。」

Cの文は，その前文A.sの文R対してどのような関係にあるか。次の中から最も適当なものを

一つ選んで，その記号をOで囲みt;{きい。

ア Bの文とならべて，もうひとつの面から， Aの文を具体的に説明している。

イ Bの文とは反対の荷から ，Aの文を具体的に説明している。

ウ A， Bの文で述べた乙との理由や条件をくわしく述べている。

エ A. Bの文で述べたことをきらに具体的にくわしく説明している。

オ A， Bの文で述べた乙ととは全く別な問題を新たに述べている。

乙の問胞に対する応答率は次のごとくであった。

アイウエオ無答

26.3 1 5.8 1 5.2 3 s. 1 7.0 0.6 
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アが正答肢であるが， エの方が応答率が高い。いま各選

択肢の応答について，その選摂者の平素の国語成績を 5段

階別花見てみると表10のととくである。乙れで見ると，

さすがに上位群はアが多いが，エもほぼ これに比肩して多

しさらにイにも数人あり ，分散度がかなり強いと言って

よい。

ところで，ζの問題のあとで再度調査問題を行なった。

( 1の3三 )。その選摂状況そ，ζの Iの5二の選釈と対

応させてみると，表11 R:見る ととし Iの 5二でエを選

択したものが， 1の 5三では多数アを選択しているのであ

る。 (ζれと同じようれとが中一 回 3の場合吋見

られた。)このこと三1t，同一問題紙([の 3)の隣り合

わせの問題で， 1の五二のアの説明は Iの5三のア(iま

たJ)の説明として，それ以外lとは考えられないはずであ

るのに，その他の，例えばエのようとE説明で Iの 3三でア

を選釈するのは，子どもた

を，乙のようz紅z乙とばで説明する ζとが，いし、かえれば，
それ舎はっきり意識する ζとが.はたはだ困難t.[，かずか

しい乙とである ζ とぞあらわしている。 Iの5三の正答率

は最初にかかげたように 36. 9 %であるが， rのることの
関係で見るならば，真の意味での正答者は 17 1人中 27 

人，わずかに 15. B %ということになる。

実はこの分析的問題の作成時においては， 1の3二の問

題をすることによって.cの段落@の文章の構造を理解し，
(少なくもそうした指導的示唆を与えたこと Kt.[るので )， 

その結果，調査問題を再度行なった時K，正答Eおにいくば

くかの上昇そ示すであろうと考えていた。と乙ろで実際lと

行止fってみると，乙の Iの5三の応答は，最初K示したよ

うに， rの2こに比べて 4.8完の上昇ぞ見だに過ぎたかっ
た。 Tこだ，平素の国語成績5段階別にその応答を見ると，

表 12.表 13 ~C::見るごとし アの選択肢は上位群』とおい

て有力であり ，かつ iの 2二の場合よ りも lの3三の場合

の方が，正答肢アへの上位群の集巾度が高くなっているの

が認められる。 Iの3ニの問題のよう1.[，文章構造の分析

的考察は，その問題自身においては正しく答えられなかっ

た托せよ，そうした考察を経過することが，上位群。とは効

果的な影響をいくらかでも与えたものと考えてよいのでは

なかろうか。
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表 10 

ぷぞミ ウ エ オ 慨答

5 ? 2 3 14 

4 13 2 1 112 28 

ろ 19 16 12 26 8 81 

2 3 4 B 11 1 4 30 

3 5 7 1 17 

X 

言十 45 27 26 60 12 目 1
」 ー

lの5二と三の闘係 表 11 

芸ミそア イ ウ ェlォ髄答 計
ア 27 7 5 45 

イ 8 5 6 3， 5 27 

ウ 5 7 6 26 

コ二 20 8 60 

オ 5 る 12 

無答 1 

計 63]28130124125 1 7 1 

表 12 

ば!こ ア 計

5 1 2 14 

4 1 5 5 4 5 28 

5 1 9 20 17 15 ? 81 

2 ι 5 1 0 2 7 30 

2 2 7 1 I 5 17 

X 

計 55 33 35 23 24 17 1 

表 13 

悩史ミ ア イ ウ エ |オ陣 計
5 1 3 1 4 

一
4 22 2. ヴJ 28 

5 23 17 12 1 8 1 1 81 

2 4 4110 2110 3D 

6 8 1 7 

X 1 

計 63 28 30 24 25 17 1 
一一一一



1II (付)読解 力 のやいび

小学校第5学年，中学校第 1学年，第3学年，乙の 3箇学年で読解力がどのよう陀伸びてゆくか，そ

れ肋るー資料として， ζの度の調杏で中学校第 1学年の囚の間断.そのまま小学校第5学年，

中学校第五学年。ともやらせてみた。乙の囚の問題は，元来，苫く ζと，作文の問題として忍扱われ

ているものであるが，その問題を解答するに当た っては読解の力を必要とし，作文教材を素材とした読

解の問題と見倣しでも，きしたる不都合i主役いように思われる。 ζ こでは読解の立場から，乙れらの問

題を見てゆきたいと思う。

以下紙幅の都合上説明は省略し，応答結果を記すにとどめる。その解釈は読者諸君の研究tとお任せし

たい。まず最初に設問と，中学1年の応答率を示す。その本文Kついては 15ぺ-!，.i参照。

中一回

1 ⑪ 

①の部分の区二二コのと ζろにあてはまる脅さ出し

の文主主としては，次のうちで.どれが長もよいでし ょうか。

ア だれにでも短所はある。しかし，短所をとZくす乙とは

たかなかかずかしい。

イ 人聞は他人の長所はほめたがらないが，短所は悪くい

うくせがある。乙れはよい乙とではない。

ウ 人RI;t.長所と短所がある。人として，長所をのばし，

短所をなくすことがだいじな乙とである。

エ わたしは .rすなおjという長所をもっている。ζれ
は，わたしのTこいせつなたからものである。

2 @ 

①の部分の区二コのと乙ろ同てはまれとばと

しては，次のうちで，どれが最もよいでしょうか。

ア 必ず

イ いちいち

ウ どんた場合も

エ 必ずしも
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ア

イ

ウ

I 

無答

ア

イ町

ウ

エ

無答

(J.む タ~ 率〕

全国本県応答調査 ]1[1 

1 9.1 8.8 

18.6 15.9 

59.0 57.3 54.1 63.8 

7.7 8.2 

0.5 3.3 

〔応 mE3 z 率〕

全国本県応答調査 .liz 

8.7 5.5 

12.0 12.6 

16.4 8.2 

68.6 72.0 62.9 70.4 

3.3 



8 ⑬ 

〔応 タ匹二Z週 率)

①の部分の |C |のと乙ろにあてはる ζとばと 全国 本県応答調査 1il3 

しては，次のうちで，どれが最もよいでしょ うか。 ア 72.0 70.3 66.1 76.3 

ア そういえば イ 9，3 6.7 

イ そんたときは ウ 14.8 9.9 

ウ それにしても エ 9.8 3.8 

主 それにくわえて 無答 3.3 

4 ⑬ 

仰い !の中の文を，@の部分の〉の(1)，(2)， (応 タ匡コE 率〕

(3)， (4)の中のど乙かK入れるとすれば，ど乙がよいでしょ 全国 本県応答調査 ]J3 

うか。 ア 13.7 6.0 

そのようなときは， 「ζんとE短所は，はやくとZくし イ 45目9 45.7 45.4 48.9 

1~い。 Jと反省はするが， いまだに従おっていない。 ウ 18.0 18.1 

ア。 コニ 20.2 187 

イ。 無答 2.7 8.2 

ウ。

ヱ ψ

5 ⑬ 

次の ! !の中の文を，乙の作文に書き加えると 〔応 夕ιョ立 率〕

すれば，どこが最もよいでしょうか。 全国本県応答調査 Jll~ 

そζで，わたしは，自分の長所と短所とをあらため ア 54.5 52.5 50.3 60.5 

て考えてみることにした。 イ 15.3 12.6 

ア ①と¥t;の悶 ウ 14.8 12.6 

イ @と@の間 コ二 18.0 12.1 

ウ @と④の問i 無答 1.6 2.2 

コニ @と@の間

仰と， ζの中一白川じ問題を， 9月1<:，小学校問中学1.$，中学3年で，分析的問題Eと

して行沿った。その結果を一覧表として下』ζかかげる。ただし，中学1年については， 6月の応答調査

もともに記しておく a
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.t. 

6、

〔応答一覧表〕

1 2 3 也 5 

ア イ ウ エ 知答 ア イ つ ヱ 1R~答 つ コニ知搭 ア イ ウ コニ 1[.時答 ア イ ウ ヱ 腕答

ル五 E 20.5 17.0 52.0 7.6 2.9 1ヲ'.9246 14.6 32.7 8.2 54.4 虫421.6 8.2 6.4 15.8 35.6 19.3 19.9 玖426.3 25.1 21.0 27.0 0.6 

中一応答調査 19.1 18.6 54.1 7.7 0.5 8.7 12.0 16.4 62.9 66.1 9.3 14.8 9.8 13.7 45.4 18.0 2.7 50.3 15.3 148 18.0 
トー

中一 日 8.8 15.9 63.8 8.2 3.3 5.5 12.6 8.2 704 3.3 76.3 6.7 9.9 3.8 3.3 6.0 48.9 18.1 18.7 8.2 60.5 12.6 12.6 12.1 2.2 

中三 E 5.3 13.5 77.1 3.5 0.6 5.3 2.9 3.5 186.0 1 2.3 78.31 4.7111.1 4.7 1 1. 2 4.115担612.9 18.7 4.7 64.8 11.7 82 13.5 
'-

乙の表を見ていると，いろいろえE問題が浮かび上がってくるが，いま，それらぞ整理する余裕をもたないので，乙乙にはそれらKついての考察を

省略する。ただ興味あるー資料として乙乙にかかげ，読者諸君の研究に供したいと思う。

「全国学力調査の結果fζ関する分析的研究」は，大竹大三，若林兵三，沢田勉，片桐安治の 4名をメンバーとする小委貝会によって推進8れた。

乙のメンバーのうち，全体の企画ぞ片桐安治が担当し，大竹大三が国語についての研究令担当した。

(大竹大三




